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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
八
十
一
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
言
語
の
著
作

物
の
う
ち
、
言
語
学
、
と
り
わ
け
、
言
語
と
人
類
、
言
語
の
起
源
、
語
族
、
語

派
に
関
す
る
述
作
を
収
め
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

〇
歳
～
十
九
歳 

 

第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

「
言
語
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
の
私
の
考
え
方
（
ソ
シ
ュ
ー
ル
な
ど
の
著

名
な
言
語
学
者
と
の
比
較
を
中
心
に
） 

 
 

現
代
日
本
語
に
関
す
る
実
験 

ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果 

そ
の
２ 

「
世
界
祖
語
説
の
真
偽
と
、
女
性
性
器
の

呼
称
の
分
布
に
つ
い
て
」 

僕
の
共
感
覚
の
起
源
を
探
る
１ 

【
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
の
思
い
出
か
ら
古
代

日
本
語
へ
】 

僕
の
共
感
覚
の
起
源
を
探
る
２ 

【
数
詞
…
日
本
語
・
北
方
民
族
言
語
と

の
比
較
】 

僕
の
共
感
覚
の
起
源
を
探
る
３ 

【
日
本
祖
語
は
元
々
、
共
感
覚
を
表
し

き
れ
た
言
語
で
あ
る
可
能
性
】 

日
本
語
に
つ
い
て
の
質
問 

 
 

言
語
は
な
ぜ
家
族
を
捨
て
る
の
か 

 
 

新
常
用
漢
字 

 

第
三
編 

三
十
歳
～
三
十
九
歳 

 

第
四
編 

四
十
歳
～
四
十
九
歳 

 

第
五
編 

五
十
歳
～
五
十
九
歳 

 

第
六
編 

六
十
歳
～
六
十
九
歳 

 

第
七
編 

七
十
歳
以
降 

 

第
八
編 

著
作
者
の
一
部
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

 

第
九
編 

著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の
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第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

 
「
言
語
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
の
私
の
考
え
方
（
ソ
シ
ュ
ー
ル
な
ど
の
著
名

な
言
語
学
者
と
の
比
較
を
中
心
に
） 

  

二
〇
〇
五
年
九
月
五
日 

起
筆 

 

二
〇
一
四
年
九
月
十
八
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 
更
新 

 

二
〇
一
九
年
十
月
七
日 

更
新
（
レ
イ
ア
ウ
ト
乱
れ
を
修
正
） 

 

二
〇
二
〇
年
五
月
十
七
日 

最
終
更
新
（
参
考
文
献
の
書
式
を
修
正
） 

  

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
私
自
身
の
言
語
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
そ
の

学
術
的
な
根
拠
を
大
ま
か
に
書
い
て
み
ま
す
。 

 

岩
崎
式
言
語
体
系
に
初
め
て
触
れ
る
方
向
け
の
ペ
ー
ジ
で
も
あ
り
、
ま
ず
は

言
語
学
・
言
語
哲
学
な
ど
の
学
問
そ
の
も
の
の
面
白
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
も
兼
ね
て
、
一
般
に
よ
く
知
ら
れ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル

な
ど
の
言
語
学
者
の
学
説
と
の
比
較
と
い
う
形
で
書
い
て
お
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

例
文
に
は
、
実
際
に
私
が
聴
取
・
目
撃
し
た
言
語
障
害
者
や
精
神
疾
患
者
の

方
々
の
日
本
語
文
を
多
く
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
は
私
が
新
た
な
言
語
体
系
を

考
案
す
る
上
で
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

言
葉
は
、
人
間
と
は
別
に
あ
ら
か
じ
め
存
在
す
る
何
か
を
言
い
当
て
る
も
の
（
記

号
）
で
は
な
い
。 

 

【
例
】 

●
「
コ
ッ
プ
」・
・
・ 

 

も
し
「
コ
ッ
プ
」
が
「
液
体
を
漏
ら
さ
ず
に
そ
こ
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
」
を
指
す
名
詞
な
ら
ば
、
飲
料
の
入
れ
物
だ
け
で
な
く
、
プ
ー
ル
、
地

球
（
海
水
が
引
力
で
引
き
止
め
ら
れ
て
い
る
）、
感
涙
・
発
汗
・
出
血
し
て
い
な

い
人
体
な
ど
も
「
コ
ッ
プ
」
と
な
る
。
一
方
で
、
涙
を
流
し
て
い
る
人
、
運
動

し
て
い
る
人
、
ケ
ガ
人
ば
か
り
か
、
倒
れ
た
コ
ッ
プ
、
割
れ
た
コ
ッ
プ
な
ど
も

「
コ
ッ
プ
」
で
は
な
く
な
る
。 

 

↓ 

 

個
物
や
身
体
の
向
き
・
形
状
・
状
態
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
同
一
性
が
理
解
で

き
な
く
な
る
疾
患
・
・
・
統
合
失
調
症
・
妄
想
性
障
害
・
せ
ん
妄
・
解
離
性
障

害
な
ど
の
精
神
疾
患
の
一
部
や
脳
卒
中
患
者
の
一
部 

 

●
「
と
べ
り
た
ち
る
ひ
」・
・
・ 

 

統
合
失
調
症
者
の
造
語
。「
数
百
年
後
に
こ
の
世
に
現
れ
る
親
友
と
自
分
と
の

本
当
の
友
情
」
を
意
味
す
る
単
語
。 

 

↓ 

 
言
葉
が
指
し
示
す
実
体
や
概
念
は
、
存
在
す
る
（
し
た
）
必
要
も
な
け
れ
ば
、

存
在
可
能
で
あ
る
必
要
も
な
い
。 
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【
類
似
す
る
学
説
】 

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
「
言
葉
の
恣
意
性
」（
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と

シ
ニ
フ
ィ
エ
） 

 
 

シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
：
記
号
表
現
（
意
味
す
る
も
の
）・
・
・「
動
物
」・「
犬
」・「
木
」

な
ど
の
字
や
「
ド
ウ
ブ
ツ
」・「
イ
ヌ
」・
「
キ
」
な
ど
の
音
声 

 
 

シ
ニ
フ
ィ
エ
：
記
号
内
容
（
意
味
さ
れ
る
も
の
）・
・
・
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
が
指

し
て
い
る
も
の 

 
 
 
  

↓ 

 

「
動
く
全
て
の
も
の
」
が
「
動
物
」
と
い
う
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
に
対
応
す
る
シ

ニ
フ
ィ
エ
で
あ
る
な
ら
ば
、
自
動
車
や
地
球
、
風
に
揺
れ
た
り
車
で
運
搬
さ
れ

た
り
し
て
い
る
最
中
の
植
物
も
「
動
物
」
と
な
る
。 

 
 
 
  

↓ 

 

シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
は
「
動
物
」
で
あ
っ
て
も
よ
け
れ
ば
、「
ど
う
ぶ
ー
つ
」・「
○

△
□
」
な
ど
で
あ
っ
て
も
よ
い
。 

 
 
 
  

↓ 

 

日
本
語
の
「
木
」
は
、
英
語
の
「tre

e

（
自
然
植
生
と
し
て
の
木
）」
や
「w

o
o
d

（
木
材
）
」
を
含
む
。
各
自
然
言
語
は
、
互
い
に
異
質
な
方
法
で
世
界
を
分
節
す

る
。 

 
 
 
  

↓ 

 

「
動
物
」
と
「a

n
im

a
l

」
、「
犬
」
と
「d

o
g

」
も
同
様
。 

（
互
い
に
「
同
じ
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
で
呼
ぼ
う
」
と

示
し
合
わ
せ
た
よ
う
に
見
え
る
の
み
で
、
実
際
は
世
界
各
地
で
別
々
に
同
時
多

発
的
に
世
界
を
分
節
す
る
中
で
「
似
通
っ
た
カ
テ
ゴ
リ
」
が
発
見
・
了
解
さ
れ

て
い
る
の
み
で
あ
る
。） 

 
 

シ
ー
ニ
ュ
・
・
・
一
対
の
シ
ニ
フ
ィ
エ
と
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
の
恣
意
的
関
係 

 

  

言
葉
は
、
世
界
を
分
節
し
、
言
葉
を
生
み
出
し
た
は
ず
の
我
々
自
身
に
対
し
、
分

節
さ
れ
た
世
界
を
同
時
的
に
認
知
さ
せ
て
い
る
。
言
葉
ど
う
し
の
違
い
は
、
人
間

の
外
界
に
存
在
す
る
は
ず
の
実
体
に
根
拠
を
持
た
な
い
。 

 

【
例
】 

●
虹
の
色
の
数
は
異
言
語
ど
う
し
で
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。 

 

●
「
蝶
（
チ
ョ
ウ
）
」
と
「
蛾
（
ガ
）
」
は
、
生
物
学
的
に
は
違
い
は
な
く
、
文

化
的
・
宗
教
的
な
違
い
で
あ
り
、
特
に
日
本
に
お
い
て
は
、
虫
の
外
見
に
つ
い

て
の
快
・
不
快
の
情
、
出
現
時
期
や
出
現
場
所
、
方
言
の
違
い
な
ど
に
よ
っ
て

使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。 

 

●
「
右
人
（
み
ぎ
び
と
）」・「
左
人
（
ひ
だ
り
び
と
）」・
・
・ 

 

妄
想
性
障
害
者
の
造
語
。「
右
を
向
い
て
い
る
人
」
・「
左
を
向
い
て
い
る
人
」

の
総
称
。
た
と
え
家
族
で
あ
っ
て
も
、「
右
人
」
や
「
左
人
」
で
あ
る
瞬
間
は
、

こ
の
患
者
に
は
、
そ
れ
が
「
父
」
や
「
母
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
は
認
知
さ

れ
な
い
一
方
で
、
街
中
の
「
右
人
」
・「
左
人
」
の
顔
が
全
て
同
じ
に
見
え
、
家

族
と
他
人
と
を
区
別
で
き
な
い
（
相
貌
失
認
）。 

 

↓ 

「
家
族
」
や
「
友
人
」
と
は
、
言
葉
が
自
己
に
向
か
っ
て
跳
ね
返
し
た
「
有
機
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体
・
生
命
体
の
一
つ
の
分
節
法
」
の
恣
意
的
な
説
明
で
あ
り
、
文
脈
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
家
族
」
や
「
友
人
」
と
い
っ
た
親
族
語
・
人
間
を
表
す
語
は
「
ヒ

ト
」
自
体
を
指
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、「
自
己
」
自
身
で
も
毛
頭
な
い
。「
家

族
」
や
「
友
人
」
と
は
、
自
己
で
も
他
の
ヒ
ト
で
も
な
い
「
他
者
」
で
あ
る
。 

 

↓ 

 

た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人
間
は
、「
家
族
」
や
「
友
人
」
が
具
体
的
・
個
別
的

実
体
と
し
て
の
肉
体
を
持
っ
た
ヒ
ト
を
指
し
て
い
る
と
信
じ
て
生
き
て
い
る
か
、

ま
た
は
そ
う
信
じ
な
け
れ
ば
耐
え
が
た
い
。 

 

↓ 

「
他
者
」
へ
の
「
愛
憎
」
と
は
、
全
て
が
「
自
己
自
身
」
の
「
世
界
の
了
解
の

方
法
」
の
問
題
で
あ
る
。 

 

↓ 

 

あ
る
特
定
の
文
法
言
語
を
獲
得
し
た
こ
と
で
失
っ
た
「
正
当
で
自
由
な
妄
想
」

（
例
：
上
記
の
「
右
人
」・「
左
人
」）
へ
の
憧
憬
を
常
に
持
ち
な
が
ら
文
法
言
語

の
内
で
自
己
自
身
を
懸
命
に
生
き
続
け
る
こ
と
が
、
我
々
人
間
の
と
る
べ
き
態

度
で
あ
る
。 

 

【
類
似
す
る
学
説
】 

言
語
的
相
対
論
（
サ
ピ
ア
・
ウ
ォ
ー
フ
の
仮
説
） 

 
 

エ
ド
ワ
ー
ド
・
サ
ピ
ア
：「
言
語
は
思
考
を
制
約
す
る
」、「
言
語
は
思
考
の
特

性
を
形
成
す
る
」 

 
 

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ウ
ォ
ー
フ
：「
言
語
は
認
識
に
影
響
を
与
え
る
思
考
の
習
性

を
我
々
に
提
供
す
る
」 

 
 
 
  

↓ 

 

ソ
シ
ュ
ー
ル
は
、
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
の
恣
意
的
関
係
の
み
を
述

べ
、
恣
意
的
関
係
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
言
語
体
系
が
思
考
の
特
性
を
生
み
出
す

こ
と
ま
で
は
述
べ
て
い
な
い
。 

 

 

【
類
似
す
る
学
説
】 

フ
ラ
ン
ツ
・
ボ
ア
ズ
や
ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ

ー
ス
の
「
文
化
相
対
主
義
」 

「
あ
る
文
化
と
社
会
の
進
化
度
は
、
他
の
文
化
と
社
会
の
尺
度
の
み
に
よ
っ
て

判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」 

「
文
化
と
社
会
の
進
化
や
、
文
化
間
・
社
会
間
の
優
劣
と
い
う
も
の
は
存
在
し

な
い
。」 

 

 

【
類
似
す
る
学
説
】 

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
他
者
論
、
純
粋
持
続
、
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ

タ
ー
ル
（
生
の
躍
動
） 

 

【
類
似
す
る
学
説
】 

メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
知
覚
論
、
現
象
学 

  

あ
る
言
葉
Ｘ
の
意
味
は
、「
Ｘ
で
は
な
い
も
の
」
と
の
差
異
に
よ
っ
て
、
必
ず
差

別
的
・
排
他
的
に
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
、
か
つ
無
意
識
に
定
義
さ
れ
る
。
言
葉
の
定

義
は
、
多
数
の
自
己
の
欲
望
の
暴
力
的
妥
協
の
絶
え
間
な
き
反
復
で
あ
る
。 

 
【
例
】 

●
「
大
学
を
卒
業
し
、
就
職
面
接
に
合
格
し
て
、
晴
れ
て
社
会
人
と
な
っ
た
」
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と
言
う
と
き
・
・
・
子
供
や
学
生
は
社
会
の
外
側
に
い
る 

「
女
性
の
社
会
進
出
」
と
言
う
と
き
・
・
・
女
性
の
多
く
は
社
会
の
外
側
に
い

る 「
暴
力
団
な
ど
の
反
社
会
勢
力
」
と
言
う
と
き
・
・
・
特
定
団
体
の
人
間
は
社

会
の
外
側
に
い
る 

「
こ
の
社
会
で
は
色
々
な
犯
罪
が
起
き
て
い
る
」
と
言
う
と
き
・
・
・
全
て
の

人
間
が
社
会
の
内
側
に
い
る 

 

↓ 

 

複
数
の
「
社
会
」
の
同
時
運
用
（
多
数
の
社
会
構
成
員
の
自
己
の
欲
望
の
恣

意
的
で
暴
力
的
な
妥
協
点
） 

 

↓ 

 

こ
れ
ら
の
全
て
を
、
ほ
と
ん
ど
の
人
（
日
本
人
）
は
即
座
に
理
解
し
分
け
る

こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
成
立
し
、
か
つ
言
葉
の
多
重

規
範
性
に
よ
っ
て
パ
ニ
ッ
ク
を
お
こ
す
な
ど
心
身
に
異
常
を
き
た
す
こ
と
も
な

い
。 

 

↓ 

「
僕
は
社
会
人
で
あ
っ
て
社
会
人
で
は
な
い
な
ら
、
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
い

い
ん
だ
。
」 

（
発
達
障
害
男
性
の
発
言
。
大
多
数
の
定
形
発
達
者
の
言
語
の
暴
力
的
恣
意
性

に
対
す
る
忠
実
で
正
確
な
解
釈
は
、
近
代
の
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
妨

げ
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
円
滑
な
言
語
活
動
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め

に
は
、
自
己
の
暴
力
的
恣
意
性
が
無
意
識
的
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
、
自
己
自
身

に
よ
っ
て
無
視
さ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。） 

 

●
「
犬
」
は
「
犬
で
は
な
い
も
の
」
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
が
、

そ
れ
は
「
犬
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
」
と
「
犬
で
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
も
の
」

と
を
分
け
る
多
数
の
自
己
の
欲
望
の
妥
協
点
で
あ
る
。 

 

【
類
似
す
る
が
不
足
を
感
じ
る
学
説
】 

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
「
差
異
の
体
系
」 

「
犬
」
は
「
犬
で
は
な
い
も
の
」
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
認
知
さ
れ

る
。
言
葉
の
意
味
は
、
差
異
の
モ
ザ
イ
ク
に
よ
り
生
じ
る
。 

 
 
 
  

↓ 

 

言
葉
の
意
味
付
け
の
恣
意
性
が
そ
の
言
語
共
同
体
の
構
成
員
の
多
数
の
自
己

の
欲
望
に
よ
っ
て
極
め
て
暴
力
的
に
運
用
さ
れ
妥
協
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
そ

の
こ
と
が
同
じ
言
語
共
同
体
内
に
軋
轢
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
と
い
っ
た
こ
と

に
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
関
心
が
な
か
っ
た
。 

（
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
関
心
は
、
あ
く
ま
で
も
「
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
・
シ
ニ
フ
ィ
エ
」
、

以
下
に
述
べ
る
「
連
辞
・
連
合
関
係
」
や
「
ラ
ン
グ
・
パ
ロ
ー
ル
関
係
」
な
ど

の
、
言
語
体
系
の
二
元
的
構
造
。
方
言
、
精
神
疾
患
者
の
パ
ロ
ー
ル
、
乳
幼
児

期
の
パ
ロ
ー
ル
、
言
語
起
源
論
な
ど
は
ほ
ぼ
無
視
。） 

 

  

言
葉
の
意
味
は
言
葉
に
は
な
い
。
言
葉
に
よ
っ
て
、
言
葉
自
身
の
外
部
に
（
自
己

と
他
者
の
中
間
の
ト
ポ
ス
に
）
定
義
さ
れ
る
。 

 

【
例
】 
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●
「
お
前
、
馬
鹿
だ
な
。
」
（
友
人
に
対
し
て
、
笑
い
な
が
ら
発
言
） 

 
「
わ
っ
は
っ
は
。
自
分
で
も
そ
う
思
う
よ
。
」（
友
人
） 

 

↓ 

 

文
意
：
「
お
前
、
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い
だ
な
」 

  

「
お
前
、
馬
鹿
だ
な
。
」
（
上
司
が
部
下
に
対
し
て
、
け
な
し
な
が
ら
） 

 

「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。」
（
部
下
） 

 

↓ 

 

文
意
：
「
お
前
、
出
来
が
悪
い
な
」 

  

「
お
前
、
馬
鹿
だ
な
。
」
（
い
じ
め
っ
子
） 

 

「
う
う
ん
、
違
う
よ
。
僕
は
人
間
だ
よ
。
」
（
発
達
障
害
児
） 

 

↓ 

 

こ
の
発
達
障
害
児
は
、
前
出
の
二
例
の
う
ち
の
ど
ち
ら
の
文
意
・
口
調
で
語

り
か
け
ら
れ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
受
け
答
え
を
す
る
。
こ
の
発
達
障
害
児
は
、

こ
れ
以
前
に
「
バ
カ
は
ウ
マ
（
馬
）・
シ
カ
（
鹿
）
と
書
く
ん
だ
よ
」
と
親
（
ま

た
は
他
の
大
人
）
か
ら
教
え
ら
れ
て
お
り
、
か
つ
こ
の
言
葉
が
「
知
能
の
は
た

ら
き
が
鈍
い
人
の
形
容
」
で
あ
る
こ
と
ま
で
は
理
解
で
き
ず
、
ウ
マ
と
シ
カ
そ

の
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
た
。 

 

「
馬
鹿
」
の
由
来
・
・
・
僧
侶
の
隠
語
で
あ
る
「
莫
迦
（
バ
カ
）
」
の
当
て
字
。

ウ
マ
と
シ
カ
程
度
の
知
能
。
元
来
の
「
莫
迦
」
も
「
知
能
の
は
た
ら
き
が
鈍
い

こ
と
。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
人
」
を
指
し
、
同
義
。 

  

↓ 

 

こ
の
発
達
障
害
児
は
「
馬
鹿
」
と
い
う
言
葉
で
傷
つ
く
こ
と
が
な
い
。（
「
馬

鹿
」
と
い
う
言
葉
で
こ
の
発
達
障
害
児
の
喜
怒
哀
楽
を
揺
さ
ぶ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。） 

 

↓ 

 

人
を
傷
つ
け
る
（
喜
ば
せ
る
）
の
は
言
葉
で
は
な
い
。（
自
己
を
傷
つ
け
、
喜

ば
せ
る
の
は
、
自
己
自
身
が
生
み
出
し
た
言
葉
の
解
釈
で
あ
る
。） 

 

↓ 

 

前
者
の
二
例
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、「
馬
鹿
」
が

そ
れ
自
体
と
し
て
語
意
を
持
つ
記
号
で
は
な
く
、
前
後
の
連
辞
的
文
脈
に
よ
っ

て
語
意
と
そ
の
機
能
が
決
定
さ
れ
、
或
る
特
定
の
共
時
態
と
し
て
の
「
特
定
の

人
間
関
係
」
を
生
起
さ
せ
る
た
め
の
契
機
（
感
情
誘
発
の
ト
リ
ガ
ー
）
に
と
ど

ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

↓ 

 

最
後
の
一
例
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
述
べ
る
連
辞
と
連
合
と
が
未
分
化
で
あ

る
自
己
の
保
持
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

↓ 

 

し
か
し
、
言
葉
が
な
け
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
喜
怒
哀
楽
は
未
分
化
・
未
分
節
の

ま
ま
、
世
界
に
つ
か
み
ど
こ
ろ
な
く
遍
在
す
る
の
み
で
あ
る
。 

 
【
類
似
す
る
が
不
足
を
感
じ
る
学
説
】 

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
「
言
語
非
実
質
論
」
に

お
け
る
「
連
辞
・
連
合
関
係
」 



『岩崎純一全集』第八十一巻「芸術、文化、言語、文学（二の一）」 

7 

 

「
あ
る
語
が
他
の
語
と
接
触
す
る
様
式
は
二
つ
あ
る
。
」 

 
 

連
辞
・
・
・
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
が
直
喩
的
関
係
で
あ
る
語
や
文

の
連
な
り
。
統
合
関
係
。 

 
 

連
合
・
・
・
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
と
シ
ニ
フ
ィ
エ
が
隠
喩
的
関
係
で
あ
る
語
や
文

の
連
な
り
。
範
列
関
係
。 

 
 
 
  

↓ 

「
キ
が
立
っ
て
い
る
。」
は
、「
こ
こ
は
公
園
だ
。
キ
が
立
っ
て
い
る
。」
と
い
っ

た
前
後
の
文
脈
の
参
照
に
よ
っ
て
初
め
て
「
気
が
立
っ
て
い
る
」
で
は
な
く
「
木

が
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
文
意
に
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
当
該
文
と
前
後
の

文
・
文
脈
の
全
て
が
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
、「
木
が
立
っ
て
い
る
」
が
シ
ニ
フ
ィ
エ
で

あ
り
、「
木
」
は
そ
の
他
の
語
と
統
合
関
係
に
あ
る
。（
連
辞
） 

 
 
 
  

↓ 

「
こ
の
公
園
に
何
本
も
植
え
ら
れ
て
い
る
キ
」
の
「
キ
」
は
、「
木
」
で
あ
る
こ

と
が
疑
い
よ
う
が
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
こ
の
公
園
に
何
本
も
植
え
ら
れ
て
い
る
」

が
シ
ニ
フ
ィ
ア
ン
で
あ
り
、「
木
」
が
シ
ニ
フ
ィ
エ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
「
木
」

は
、「
花
」
な
ど
に
入
れ
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
木
」
は
「
花
」

と
範
列
関
係
に
あ
る
。（
連
合
） 

 
 
 
  

↓ 

 

岩
崎
式
言
語
体
系
の
考
え
方
・
・
・ 

「
た
だ
し
、
ソ
シ
ュ
ー
ル
は
連
辞
・
連
合
の
二
元
論
に
こ
だ
わ
っ
た
た
め
、
こ

の
ま
ま
で
は
印
欧
語
の
定
形
発
達
者
の
パ
ロ
ー
ル
に
し
か
適
用
で
き
ず
、
現
在

の
発
達
障
害
者
・
学
習
障
害
者
な
ど
の
文
法
ミ
ス
を
説
明
で
き
な
い
。」 

 

 

 

言
語
の
構
造
と
は
、
文
法
・
統
語
法
（
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
）
そ
の
も
の
の
こ
と
で
あ

る
。
あ
る
言
語
の
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
が
記
述
で
き
な
い
差
異
の
体
系
は
認
知
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
（
胎
児
・
乳
児
・
幼
児
期
に
し
か
認
知
し
て
い
な
い
未
分
節
領
域

が
あ
る
）。 

 

【
例
】 

●
あ
る
会
社
の
重
役
の
発
言
：「
女
性
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
セ
ン
ス
が
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
社
会
に
コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を

ビ
ル
ド
す
る
た
め
の
我
が
社
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
や
っ

て
い
く
プ
ラ
ン
と
い
う
わ
け
で
す
。」 

 

↓ 

 

多
く
の
単
語
が
英
単
語
で
あ
る
が
、
や
は
り
こ
れ
は
日
本
語
文
で
あ
る
。 

 

●
「
私
は
、
で
す
、
学
生
、
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
先
日
、
ば
か
り
、
し
た
、
帰

国
。」 

 

↓ 

 

全
て
の
単
語
が
日
本
語
で
あ
る
が
、
統
語
法
的
に
は
欧
州
語
文
で
あ
る
。 

 

●
日
本
の
大
学
の
学
部
・
学
科
名
：「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
コ
ー
ス
」・

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
」・
「
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
」
な
ど 

 

↓ 
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多
く
が
英
単
語
の
日
本
語
解
釈
に
よ
る
造
語
や
和
製
英
語
で
あ
り
、
そ
の
ま

ま
で
は
英
語
圏
で
通
用
し
な
い
が
、
そ
の
原
因
は
統
語
法
な
い
し
語
の
形
態
に

あ
り
、「
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
」
や
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」
と
い
っ
た
単
語
に
は
な
い
。 

 

●
「
空
を
う
つ
く
ら
せ
な
い
」・「
ボ
ク
は
マ
マ
を
さ
び
し
ら
せ
な
い
」・
・
・
幼

児
の
言
葉
。
「
（
何
か
が
）
空
を
美
し
く
さ
せ
な
い
」
・
「
ボ
ク
は
マ
マ
を
寂
し
く

さ
せ
な
い
」
の
意
味
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
う
つ
く
ら
す
」・「
さ
び
し
ら

す
」
の
意
味
内
容
を
、
日
本
語
を
含
む
既
存
の
自
然
言
語
は
正
確
に
記
述
で
き

な
い
。 

 

【
類
似
す
る
学
説
】 

言
語
的
相
対
論
（
サ
ピ
ア
・
ウ
ォ
ー
フ
の
仮
説
）、
ジ
ャ

ン
・
ピ
ア
ジ
ェ
の
「
思
考
発
達
段
階
説
」 

 
 

言
語
的
相
対
論
に
つ
い
て
は
先
述
。 

 

 

【
類
似
す
る
学
説
】 

ソ
シ
ュ
ー
ル
の
「
ラ
ン
グ
」
・
「
パ
ロ
ー
ル
」
・
「
ラ
ン
ガ

ー
ジ
ュ
」 

 
 

ラ
ン
グ
・
・
・
あ
る
言
語
共
同
体
に
お
け
る
社
会
的
規
範
体
系
と
し
て
の
言

語
の
性
質
（
標
準
日
本
語
・
東
京
方
言
の
文
法
や
、「
こ
の
品
詞
の
次
に
は
こ
の

品
詞
は
続
か
な
い
」
と
い
う
暗
黙
の
了
解
の
体
系
な
ど
） 

 
 

パ
ロ
ー
ル
・
・
・
個
人
の
言
語
行
為
。
ラ
ン
グ
の
個
人
に
お
け
る
実
践
（
特

定
個
人
の
み
の
文
法
・
語
彙
な
ど
。
広
義
に
は
、
地
方
方
言
の
文
法
・
語
彙
な

ど
を
含
む
。） 

 
 

ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
・
・
・
ラ
ン
グ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
言
語
活
動
と
、
そ
れ

に
よ
る
世
界
の
分
節
化
能
力 

 

 

【
疑
義
を
覚
え
る
学
説
】 

チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
「
言
語
生
得
説
」・「
生
成
文
法
」 

 
 

チ
ョ
ム
ス
キ
ー
：「
の
ち
に
い
か
な
る
個
別
の
自
然
言
語
に
も
遷
移
し
う
る
だ

け
の
十
分
な
豊
か
さ
を
持
っ
た
、
語
族
・
語
派
の
違
い
に
よ
ら
な
い
、
乳
幼
児

に
生
得
的
な
初
期
状
態
で
あ
る

U
G

（
普
遍
文
法
）
は
、
合
理
的
に
特
定
可
能

で
あ
る
。」 

 
 
 
  

↓ 

 

岩
崎
式
言
語
体
系
の
考
え
方
・
・
・ 

「
す
で
に
個
別
の
自
然
言
語
の
一
派
で
あ
る
印
欧
語
の
統
語
規
則
に
よ
っ
て
形

而
上
学
的
言
語
学
の
系
譜
上
に
形
成
さ
れ
た
（
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
）
自
己
が
思

案
し
形
式
化
し
う
る

U
G

は
、
そ
の
自
己
を
規
定
す
る
印
欧
語
の
変
遷
史
に
し

か
適
用
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
言
語
学
的
な
思
考
・
思
惟
と
は
す
で
に
近
代

印
欧
語
的
行
為
で
あ
る
。
例
え
ば
、
我
々
が
ア
メ
リ
カ
原
住
民
の
思
考
過
程
を

知
る
た
め
に
は
、
良
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
印
欧
比
較
言
語
学
へ
の
批
判

精
神
や
自
己
の
擬
似
喪
失
体
験
（
言
語
障
害
や
精
神
疾
患
）
を
経
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」 

 

 

【
対
立
す
る
学
説
】 

イ
ェ
ス
ペ
ル
セ
ン
の
「
英
語
孤
立
語
化
説
」 

 
 

イ
ェ
ス
ペ
ル
セ
ン
：「
英
語
は
、
活
用
を
失
っ
た
こ
と
で
い
ず
れ
中
国
語
の
よ

う
な
孤
立
語
と
な
る
。」 

 
 
 
  

↓ 

 

岩
崎
式
言
語
体
系
の
考
え
方
・
・
・ 
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「
英
語
は
今
後
、
孤
立
語
化
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
活
用
を
失
っ
て
見

か
け
上
は
孤
立
語
化
し
た
英
語
は
、
統
語
規
則
の
自
由
度
が
よ
り
奪
わ
れ
た
超

理
想
的
屈
折
語
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
自
動
詞
と
他
動
詞
の
区
別
は
、
中
国

語
で
は
と
り
わ
け
複
合
動
詞
に
お
い
て
消
失
す
る
場
合
が
多
々
見
ら
れ
る
が
、

英
語
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。」 

 

  

一
度
習
得
し
た
母
語
（
言
語
共
同
体
と
し
て
用
い
る
ラ
ン
グ
）
は
、
個
人
の
言
語

行
為
の
う
ち
、
文
法
（
統
語
法
）
を
厳
し
く
束
縛
し
て
い
な
が
ら
、
そ
れ
以
外
の

側
面
に
つ
い
て
は
放
任
す
る
。
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
の
獲
得
過
程
は
、
個
人
の
思
考
の

発
達
過
程
で
あ
る
。 

 

【
例
】 

●
統
合
失
調
症
者
の
文
章
：「
心
か
ら
記
憶
の
近
く
を
愛
し
て
い
る
紫
色
の
ゆ
く

え
が
、
私
の
右
向
き
の
悲
し
み
を
ひ
ど
く
未
来
に
締
め
付
け
る
」 

 

●
解
離
性
同
一
性
障
害
者
の
文
章
：
「
私
の
私
が
私
の
中
の
友
達
に
約
束
す
る
」 

 

●
社
交
不
安
障
害
者
の
文
章
：「
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
考
え
が
緊
張
の
赤
面
を
く

ぐ
る
恥
ず
か
し
さ
」 

 

↓ 

 

い
ず
れ
も
文
法
・
統
語
法
・
連
辞
の
上
で
は
非
の
打
ち
所
の
な
い
日
本
語
文
。

連
合
関
係
が
定
型
の
ラ
ン
グ
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。 

 

↓ 

 

こ
の
統
合
失
調
症
者
は
、「
自
己
」
と
「
他
人
」
と
の
区
別
が
あ
ま
り
つ
か
ず
、

こ
の
区
別
を
つ
け
る
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
グ
の
文
法

の
束
縛
性
は
、
自
己
の
存
在
を
必
要
と
し
な
い
ま
ま
、
当
人
（
の
脳
）
の
中
で

強
く
保
た
れ
る
。
一
度
確
立
し
た
ラ
ン
グ
は
、
人
間
の
自
己
を
離
れ
て
独
立
独

歩
し
、
そ
れ
自
体
が
一
つ
の
「
意
志
」
と
し
て
人
間
の
仮
想
の
自
己
を
さ
え
束

縛
す
る
。 

 

↓ 

 

こ
の
解
離
性
同
一
性
障
害
者
の
中
に
は
、
複
数
の
「
自
己
」
が
存
在
す
る
。

す
な
わ
ち
、
ラ
ン
グ
の
文
法
の
束
縛
性
は
、
自
己
の
複
数
化
に
合
わ
せ
て
コ
ピ

ー
さ
れ
、
複
数
の
自
己
間
で
共
有
さ
れ
る
。
ラ
ン
グ
に
追
い
か
け
ら
れ
ず
束
縛

さ
れ
な
い
自
己
は
存
在
し
な
い
。 

 

【
類
似
す
る
学
説
】 

レ
イ
・
ジ
ャ
ッ
ケ
ン
ド
フ
の
「
概
念
意
味
論
」、
ジ
ャ
ン
・

ピ
ア
ジ
ェ
の
「
思
考
発
達
段
階
説
」
、
井
筒
俊
彦
の
「
言
語
ア
ラ
ヤ
識
」
、
龍
樹

（
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
）
の
中
観
思
想
、
唯
識
論 

 

【
多
少
疑
義
を
覚
え
る
学
説
】 

チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
「
言
語
生
得
説
」
・
「
生
成

文
法
」 

 
【
対
立
す
る
学
説
】 

ソ
シ
ュ
ー
ル
、
印
欧
比
較
言
語
学
、
デ
カ
ル
ト
の
動
物

機
械
論
、
優
生
学
、
社
会
進
化
論
、
弁
証
法
的
唯
物
論
、
目
的
論
的
進
化
論
、

行
動
主
義
心
理
学
、
英
語
帝
国
主
義 
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ソ
シ
ュ
ー
ル
：「
言
語
の
起
源
な
ど
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
」、「
言
語
の

発
生
に
根
拠
は
な
い
」 

 
 
 
  

↓ 

 

言
語
の
起
源
や
獲
得
過
程
（
自
然
言
語
の
発
生
起
源
や
乳
幼
児
の
母
語
獲
得

過
程
な
ど
）
の
存
在
を
信
じ
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
探
究
に
無
関
心
。
あ
く
ま

で
も
「
根
拠
な
く
す
で
に
在
る
ラ
ン
グ
こ
そ
が
言
語
で
あ
る
」
と
し
て
、
言
語

学
の
対
称
を
ほ
ぼ
ラ
ン
グ
に
限
っ
た
。 

 

  

言
葉
の
イ
デ
ア
は
存
在
し
な
い
。 

 

【
例
】 

●
「
善
人
」・
「
美
人
」・
・
・ 

 

人
間
の
認
知
不
可
能
な
理
想
的
・
超
越
的
異
世
界
（
神
の
み
が
創
造
・
統
制
・

参
照
で
き
る
イ
デ
ア
）
に
何
ら
か
の
形
で
善
人
・
美
人
（
ま
た
は
、
神
が
そ
れ

ら
の
定
義
を
記
述
し
た
仮
想
辞
書
）
が
存
在
し
て
、
そ
れ
が
た
め
に
「
善
人
」・

「
美
人
」
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
。 

 

●
同
様
に
、
先
述
の
「
コ
ッ
プ
」
の
よ
う
に
、
理
想
的
な
機
能
・
形
状
・
大
き

さ
な
ど
を
持
っ
た
実
体
・
個
物
の
イ
デ
ア
も
存
在
し
な
い
。 

 

●
「
英
語
で
は
動
物
をa

n
im

a
l

と
言
う
。」
と
い
う
言
明
は
、
シ
ニ
フ
ィ
エ
の

根
拠
に
イ
デ
ア
を
前
提
と
し
、
イ
デ
ア
を
媒
介
し
た
言
明
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

誤
り
で
あ
る
。 

 

【
類
似
す
る
学
説
】 

ソ
シ
ュ
ー
ル
や
ヤ
コ
ブ
ソ
ン
以
来
の
構
造
主
義
言
語
学
、

実
存
哲
学
、
実
存
主
義
、
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
、「
生
の
哲
学
」、
反
哲
学
、
文
化
心

理
学
、
直
観
主
義
、
多
値
論
理
、
フ
ァ
ジ
ィ
論
理
、
ソ
ク
ラ
テ
ス
以
前
の
ギ
リ

シ
ア
自
然
哲
学 

 

【
対
立
す
る
学
説
】 

プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
唯
名
論
、
ヘ
ー

ゲ
ル
哲
学
、
形
而
上
学
至
上
主
義
、
侮
蔑
的
ペ
イ
ガ
ニ
ズ
ム
、
印
欧
比
較
言
語

学
至
上
主
義
、
科
学
的
実
在
論 

 
 

プ
ラ
ト
ン
：「
イ
デ
ア
が
存
在
し
、
そ
れ
が
個
物
や
個
物
の
集
合
、
概
念
に
取

り
付
い
て
い
る
が
た
め
に
、
名
前
（
名
詞
な
ど
）
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
、

「
人
間
は
イ
デ
ア
を
認
識
で
き
な
い
」（
実
在
論
的
） 

 
 

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
：「
個
物
や
個
物
の
集
合
、
概
念
が
存
在
し
、
そ
れ
に
名
前

（
名
詞
な
ど
）
が
付
い
て
い
る
」（
唯
名
論
的
） 

 
 
 
  

↓ 

「
我
々
が
何
か
に
名
前
を
付
け
た
り
何
か
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
個
物
か
概
念
か
を
問
わ
ず
、
そ
れ
が
元
よ
り
ど
こ
か
に
存
在
し
て
い
る
か

ら
だ
」
と
考
え
た
。 

 
 
 
  

↓ 
「
人
間
が
認
知
し
得
な
い
理
想
的
・
絶
対
的
世
界
の
実
在
」
と
い
う
考
え
方
は
、

「
イ
デ
ア
」
や
「
純
粋
形
相
」
と
呼
ば
れ
、
の
ち
に
一
神
教
（
と
り
わ
け
キ
リ

ス
ト
教
）
と
親
和
し
て
「G

o
d

」
と
呼
ば
れ
る
。 
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文
化
・
宗
教
・
習
俗
の
発
祥
や
精
神
疾
患
の
出
現
の
仕
方
は
、
ラ
ン
グ
と
し
て
の

母
国
語
の
統
語
法
が
ラ
ン
ガ
ー
ジ
ュ
（
言
語
活
動
）
に
よ
っ
て
我
々
の
自
己
自
身

に
跳
ね
返
し
た
文
脈
（
世
界
の
分
節
の
方
法
）
の
制
約
を
受
け
る
。 

 

【
例
】 

●
文
化
依
存
症
候
群
（
文
化
結
合
症
候
群
）
の
存
在
：
日
本
の
対
人
恐
怖
症
、

朝
鮮
半
島
の
火
病
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ア
モ
ッ
ク
、
東
南
ア
ジ
ア
や
中
東
の
ラ
タ
、

東
洋
の
腎
虚
な
ど 

 

↓ 

 

こ
れ
ら
は
、
医
学
的
・
生
物
学
的
現
象
と
し
て
の
症
状
に
対
す
る
呼
称
で
は

な
く
、
各
自
然
言
語
（
ラ
ン
グ
）
の
語
や
シ
ン
タ
ッ
ク
ス
で
分
節
化
・
記
述
・

言
明
さ
れ
た
世
界
が
パ
ロ
ー
ル
を
操
る
自
己
に
向
か
っ
て
跳
ね
返
っ
た
結
果
と

し
て
起
き
た
言
語
文
化
的
症
状
で
あ
る
。（
言
語
文
化
と
し
て
の
精
神
疾
患
） 

 

●
日
本
の
鯨
食
文
化
に
対
す
る
批
判
と
捕
鯨
活
動
に
対
す
る
動
物
愛
護
団
体
か

ら
の
暴
力
的
妨
害 

 

↓ 

 

日
本
語
の
文
脈
に
お
け
る
日
本
人
の
脳
に
は
、
鯨
が
特
別
に
優
先
的
に
保
護

す
べ
き
哺
乳
類
と
は
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
（
農
耕
文
化
・
海
洋
文
化
と
家
畜
・

放
牧
文
化
と
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
文
化
と
一
体
で
あ
る
。） 

 

↓ 

 

鯨
食
の
み
な
ら
ず
、
馬
食
・
牛
食
・
羊
食
な
ど
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が

言
え
る
。 

 

●
大
逆
罪
・
尊
属
殺
人
罪
の
旧
規
定
、
定
型
発
達
者
と
発
達
障
害
者
・
知
的
障

害
者
と
の
区
別
な
ど
： 

 

↓ 

 

天
皇
・
君
主
・
政
府
要
人
・
親
族
・
定
型
発
達
者
の
生
命
（
身
体
の
作
り
）・

人
権
・
人
格
（
神
格
）
な
ど
は
、
そ
れ
ら
自
体
が
尊
ば
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て

生
物
学
的
イ
デ
ア
界
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
、
言
語
に
先
立
っ
て
そ
の
崇
高
さ
が

存
在
し
、
我
々
の
眼
前
に
認
知
さ
れ
て
い
る
の
か
（
一
神
教
的
な
神
に
と
っ
て

生
得
的
に
最
も
喜
ば
し
く
優
秀
な
有
機
体
の
分
子
構
造
は
存
在
す
る
か
）、
そ
れ

と
も
、
我
々
の
言
語
行
為
（
ラ
ン
グ
、
法
の
条
文
、
共
同
体
の
方
言
、
口
承
な

ど
）
が
世
界
を
分
節
化
し
て
生
み
出
し
た
文
化
・
習
俗
・
宗
教
観
の
積
み
重
ね

の
賜
物
こ
そ
が
社
会
制
度
で
あ
る
の
か
。
後
者
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
後
者
の
徹
底
的
肯
定
が
「
他
者
」
へ
の
真
の
崇
敬
の
念
で
あ
る
。） 

 

【
類
似
の
学
説
】 

ク
ロ
ー
ド
・
レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
、
ラ
ド
ク
リ
フ
＝
ブ

ラ
ウ
ン
、
文
化
人
類
学
、
構
造
機
能
主
義
、
構
造
主
義
社
会
学
、
文
化
心
理
学
、

文
化
精
神
医
学
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
、
最
新
のD

S
M

（
ア
メ
リ
カ

精
神
医
学
会
に
よ
る
） 

 
 
D

S
M

-IV
-T

R

、D
S

M
-5

の
言
語
的
相
対
論
的
態
度
：「
精
神
疾
患
は
定
義
で

き
な
い
」、
「
例
え
ば
、
統
合
失
調
症
者
が
存
在
す
る
の
で
は
な
い
。
統
合
失
調

症
の
診
断
基
準
に
該
当
す
る
者
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
」 
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【
対
立
す
る
学
説
】 

印
欧
比
較
言
語
学
、
操
作
主
義
的
精
神
病
理
学
、
バ
ー

ジ
ョ
ンIII

～IV

ま
で
のD

S
M

 

  

【
参
考
文
献
】 

木
田
元 

『
反
哲
学
入
門
』 

新
潮
社
、
二
〇
〇
七 

児
玉
徳
美 

『
言
語
理
論
と
言
語
論
―
こ
と
ば
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
も
の
』 

く
ろ
し
お
出
版
、1

9
9
8
 

中
島
平
三
・
外
池
滋
生 

『
言
語
学
へ
の
招
待
』 

大
修
館
書
店
、1

9
9

4
 

原
口
庄
輔
・
中
村
捷 

編
集 

『
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
理
論
辞
典
』 

研
究
社
出
版
、

1
9

9
2
 

丸
山
圭
三
郎 

『
ソ
シ
ュ
ー
ル
の
思
想
』 

岩
波
書
店
、1

9
8

1
 

ラ
ド
ク
リ
フ
＝
ブ
ラ
ウ
ン 

『
未
開
社
会
に
お
け
る
構
造
と
機
能
』 

青
柳
ま

ち
こ 

訳
、
蒲
生
正
男 

解
説
、
新
泉
社
、2

0
0
2
 

ハ
イ
デ
ガ
ー 

『
存
在
と
時
間
』
（
上
・
下
） 

細
谷
貞
雄 

訳
、
ち
く
ま
学
芸

文
庫
、
一
九
九
四 

ジ
ャ
ン
・
ピ
ア
ジ
ェ 

『
構
造
主
義
』 

滝
沢
武
久
・
佐
々
木
明 

訳
、
白
水
社

〈
文
庫
ク
セ
ジ
ュ
〉
、1

9
7
0
 

フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
・
ド
・
ソ
シ
ュ
ー
ル 

『
一
般
言
語
学
講
義
』 

小
林
英
夫 

訳
、

岩
波
書
店
、1

9
7
2
 

B

・L

・
ウ
ォ
ー
フ 

『
言
語
、
思
考
、
現
実
』 

池
上
嘉
彦 

訳
、
弘
文
堂
、

1
9

7
8
 

『E
B

M

精
神
疾
患
の
治
療
〈2

0
0
6

‐2
0

0
7

〉』 

上
島
国
利
、
三
村
將
、
中
込

和
幸
、
平
島
奈
津
子
、
中
外
医
学
社
、2

0
0

6
 

『D
S

M
-IV

-T
R
 

精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手
引
（
新
訂
版
）
』 

原
著
：

A
m

e
rica

n
 P

sy
ch

ia
tric A

sso
cia

tio
n
 

訳
：
高
橋
三
郎
、
大
野
裕
、
染
矢
俊

幸 

医
学
書
院 

2
0

0
3

年8

月 

『D
S

M
-5
 

精
神
疾
患
の
診
断
・
統
計
マ
ニ
ュ
ア
ル
』 

原
著
：A

m
e
rica

n
 

P
sy

ch
ia

tric A
sso

cia
tio

n
 

日
本
語
版
用
語
監
修
：
日
本
精
神
神
経
学
会 

監

訳
：
高
橋
三
郎
、
大
野
裕 

訳
：
染
矢
俊
幸
、
神
庭
重
信
、
尾
崎
紀
夫
、
三
村

將
、
村
井
俊
哉 

医
学
書
院 

2
0

1
4

年6

月 

『IC
D

-1
0
 

精
神
お
よ
び
行
動
の
障
害 

臨
床
記
述
と
診
断
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
新
訂
版
）』 

原
著
：W

o
rld

 H
e
a

lth
 O

rg
a

n
iz

a
tio

n
 

監
訳
：
融
道
男
、

中
根
允
文
、
小
見
山
実
、
岡
崎
祐
士
、
大
久
保
善
朗 

医
学
書
院 

2
0

0
5

年1
1

月 

"L
a

n
g
u

a
g
e
, T

h
o
u

g
h

t, a
n

d
 R

e
a
lity

", 
2

N
D

 
: 

S
e
le

cte
d

 
W

ritin
g
s 

o
f 

B
e
n

ja
m

in
 L

e
e
 W

h
o
rf, C

a
rro

ll, J
o
h

n
 B

. (E
D

T
), L

e
v
in

so
n

, S
te

p
h

e
n

 

C
. (E

D
T

), M
IT

 P
R

 2
0

1
2
 

A
m

e
rica

n
 

P
sy

ch
ia

tric 
A

sso
cia

tio
n

 
(2

0
0

0
). 

D
ia

g
n

o
stic 

a
n

d
 

S
ta

tistica
l M

a
n

u
a
l o

f M
e
n

ta
l D

iso
rd

ers (4
th

 ed
., te

x
t re

v
ision

). 

W
a

sh
in

g
to

n
, D

C
: A

m
e
rica

n
 P

sy
ch

ia
tric P

u
b
lish

in
g
. 

A
m

e
rica

n
 

P
sy

ch
ia

tric 
A

sso
cia

tio
n

 
(2

0
1

3
). 

D
ia

g
n

o
stic 

a
n

d
 

S
ta

tistica
l M

a
n

u
a
l o

f M
e
n

ta
l D

isord
e
rs (5

th
 e

d
.). A

rlin
g
to

n
, V

A
: 

A
m

e
rica

n
 P

sy
ch

ia
tric P

u
b

lish
in

g
. 

"In
te

rn
a

tio
n

a
l S

ta
tistica

l C
la

ssifica
tio

n
 o

f D
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2
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1
1
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精
神
科
病
院
入
院
患
者
の
状
況 
国
立
研
究
開
発
法
人 

国
立
精
神
・
神
経
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
（N

C
N

P

） 

精
神
疾
患: 

メ
ル
ク
マ
ニ
ュ
ア
ル
１
８
版 
日
本
語
版 

医
学
用
語
集
め
で
ぃ
っ
く 

  

現
代
日
本
語
に
関
す
る
実
験 

  

二
〇
〇
五
年
九
月
五
日 

起
筆 

 

二
〇
一
四
年
九
月
十
八
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

  

こ
れ
ら
は
私
が
考
案
・
主
催
し
て
い
る
実
験
で
す
が
、
私
自
身
は
普
段
仕
事

で
会
議
な
ど
が
あ
り
、
標
準
現
代
日
本
語
を
話
す
必
要
が
あ
る
た
め
、
実
験
に

あ
ま
り
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

新
人
間
学
研
究
会
や
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
様
（
特
に
無
職
の

方
々
）
が
実
践
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
注
意
】 

こ
れ
ら
の
実
験
は
、
言
語
学
的
観
点
か
ら
考
案
者
・
参
加
者
自
身

の
意
志
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
母
語
の
獲
得
過
程
の
途
上
に
い

る
子
供
や
精
神
疾
患
者
・
知
的
障
害
者
の
方
々
に
対
す
る
参
加
の
強
制
な
ど
は

絶
対
に
行
わ
な
い
で
下
さ
い
。 

  

そ
の
他
、
以
下
の
関
連
す
る
注
意
事
項
も
合
わ
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。 

●
岩
崎
式
日
本
語
に
触
れ
て
い
た
だ
く
際
の
注
意
点 

●
岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
方
々
向
け
の
注
記 

●
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
内
の
各
注
意
事
項 

●
ご
訪
問
者
の
方
々
向
け
の
ご
留
意
事
項 

 

【
ル
ー
ル
（
統
語
論
・
形
態
論
に
関
す
る
実
験
）】 

 

一
日
間
、
用
言
の
終
止
形
を
用
い
て
発
話
し
て
は
な
ら
な
い
。（
日
常
生
活
の

中
で
自
然
に
検
証
す
る
た
め
、
無
言
の
時
間
も
カ
ウ
ン
ト
す
る
。） 

 

結
果 

 
 
 
  

全
員
が
一
分
以
内
～
三
時
間
で
脱
落
。 

 
 
 
 

・
・
・
多
く
の
場
合
、
誤
っ
て
「
も
う
夏
が
終
わ
る
っ
て
気
が
す
る
」
な

ど
と
終
止
形
を
用
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
脱
落
。
残
っ
た
人
も
、
ル
ー
ル
に
留

意
し
な
が
ら
発
話
す
れ
ば
技
術
的
に
終
止
形
を
避
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
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が
、
心
理
的
に
極
め
て
大
き
な
負
担
・
重
圧
が
か
か
り
、
途
中
で
挫
折
。 

 

  

【
ル
ー
ル
（
統
語
論
・
形
態
論
に
関
す
る
実
験
）
】 

 

一
日
間
、
用
言
の
命
令
形
を
用
い
て
発
話
し
て
は
な
ら
な
い
。（
日
常
生
活
の

中
で
自
然
に
検
証
す
る
た
め
、
無
言
の
時
間
も
カ
ウ
ン
ト
す
る
。） 

 

結
果 

 
 
 
  

全
員
が
一
分
以
内
～
七
時
間
で
脱
落
。 

 
 
 
 

・
・
・
多
く
の
場
合
、
誤
っ
て
「
こ
れ
を
頑
張
れ
っ
て
こ
と
？
」
な
ど
と

命
令
形
を
用
い
た
こ
と
に
気
づ
き
、
脱
落
。
残
っ
た
人
も
、
ル
ー
ル
に
留
意
し

な
が
ら
発
話
す
れ
ば
技
術
的
に
命
令
形
を
避
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
が
、

心
理
的
に
極
め
て
大
き
な
負
担
・
重
圧
が
か
か
り
、
途
中
で
挫
折
。 

 
 
 
 

・
・
・
直
前
の
実
験
と
合
わ
せ
て
分
か
る
こ
と
は
、
我
々
は
命
令
形
よ
り

は
終
止
形
を
多
く
用
い
て
生
活
し
て
い
る
が
、
命
令
形
で
さ
え
「
使
わ
な
い
よ

う
に
留
意
す
る
」
こ
と
は
極
め
て
苦
痛
で
あ
り
、
こ
の
ル
ー
ル
の
元
で
の
生
活
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

  

【
ル
ー
ル
（
文
字
体
系
・
社
会
学
・
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
す
る
実

験
）
】 

 

一
日
間
、
一
般
に
カ
タ
カ
ナ
で
書
く
単
語
を
用
い
て
発
話
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
「
や
か
ん
」
な
ど
の
国
語
化
し
た
外
来
語
は
使
用
可
。
日
常
生
活
の
中
で
自
然

に
検
証
す
る
た
め
、
無
言
の
時
間
も
カ
ウ
ン
ト
す
る
。） 

 

結
果 

 
 
 
  

全
員
が
一
分
以
内
～
二
十
時
間
で
脱
落
。 

 
 
 
 

・
・
・
こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
な
ど
で
も
遊
び
と
し
て
行

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 
 
 
 

・
・
・
結
果
と
し
て
、
個
人
差
が
大
き
く
出
た
。
日
常
で
い
わ
ゆ
る
カ
タ

カ
ナ
語
や
流
行
語
（
英
語
な
ど
の
外
国
語
、
外
来
語
、「
ス
マ
ホ
」
な
ど
の
和
製

外
国
語
、「
ケ
ー
タ
イ
」
な
ど
の
カ
タ
カ
ナ
書
き
し
た
国
語
な
ど
）
を
使
い
慣
れ

て
い
る
人
ほ
ど
、
こ
の
ル
ー
ル
を
守
り
切
れ
な
か
っ
た
。 

 

   

ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果 

そ
の
２ 

「
世
界
祖
語
説
の
真
偽
と
、
女
性
性
器
の
呼
称

の
分
布
に
つ
い
て
」 

  

二
〇
〇
七
年
十
一
月
二
十
六
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 
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●
「
ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果
」
に
つ
い
て
、
色
々
と
質
問
を
頂
い
て
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
質
問
に
は
、
十
月
十
六
日
の
返
答
で
網
羅
で
き
る
と
思
う
の
で
、
ご

覧
下
さ
い
。 

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.sb

lo
.jp

/a
rticle

/5
9

3
3
5

6
7

.h
tm

l 

  

●
さ
て
、
あ
る
女
性
の
方
（
共
感
覚
は
持
っ
て
い
な
い
と
自
覚
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
よ
う
だ
）
か
ら
頂
い
た
メ
ー
ル
に
、
興
味
深
い
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。

そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
。 

  

犬
の
鳴
き
声
は
、
日
本
語
で
は
「
ワ
ン
ワ
ン
」
で
、
英
語
で
は
「
バ
ウ
ワ
ウ
」

だ
け
れ
ど
も
、
極
端
に
違
和
感
が
あ
る
ほ
ど
の
違
い
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「w

」

音
な
ど
は
共
通
し
て
お
り
、
決
し
て
「
ニ
ャ
ー
ニ
ャ
ー
」
や
「
ユ
ラ
ユ
ラ
」
や

「
モ
ヤ
モ
ヤ
」
で
は
な
い
。
桜
は
、
確
か
に
私
た
ち
に
と
っ
て
は
美
し
い
け
れ

ど
も
、
か
と
言
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
に
と
っ
て
は
グ
ロ
テ
ス
ク
に
見
え
る
か
と

言
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
。
そ
の
点
に
、
純
一
さ
ん
が
い
つ
も
強
調
し
て
い
る

「
日
本
固
有
の
精
神
性
や
民
族
性
・
文
化
観
」
を
超
え
た
、
人
類
共
通
の
何
か

を
私
は
感
じ
る
の
だ
け
れ
ど
、
そ
れ
を
純
一
さ
ん
は
ど
う
思
う
か
。
も
し
か
し

た
ら
、
私
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
純
日
本
的
な
共
感
覚
を
持
っ
て
生

き
て
い
る
純
一
さ
ん
に
と
っ
て
、
暴
力
的
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果
は
、
ほ
ぼ
全
面
的
に
信
じ
て
い
る
け
れ
ど
、
日
本
人
男
性

の
立
場
か
ら
、
こ
れ
に
反
証
を
加
え
る
よ
う
な
発
想
が
、
も
し
純
一
さ
ん
の
中

に
あ
っ
た
ら
、
何
で
も
い
い
の
で
教
え
て
下
さ
い
。
と
い
う
も
の
（
要
約
）。 

 

そ
こ
で
、
僕
は
こ
の
メ
ー
ル
に
ど
の
よ
う
に
答
え
た
か
と
言
う
と
、 

 

「
ワ
ン
ワ
ン
」
と
「
バ
ウ
ワ
ウ
」
は
、
確
か
に
似
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、

物
理
法
則
そ
の
も
の
が
地
球
上
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
大
き
く
違
う
こ
と
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
だ
け
で
説
明
が
付
く
も
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
地
球
上
の
ど

こ
か
で
、
物
が
上
に
向
か
っ
て
落
ち
る
、
と
い
う
物
理
法
則
が
成
り
立
つ
地
域

が
あ
っ
た
ら
、
そ
こ
に
住
む
共
同
体
の
人
々
は
、
「
ポ
ト
ン
」
で
は
な
く
、「
フ

ワ
ッ
」
と
い
う
よ
う
な
擬
音
語
を
思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ

う
い
う
こ
と
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、「
ワ
ン
ワ
ン
」
と
「
バ

ウ
ワ
ウ
」
が
、
大
き
く
は
違
わ
な
い
、
少
し
は
似
て
い
る
、
と
い
う
我
々
の
（
あ
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な
た
の
）
感
覚
が
、
日
本
民
族
の
血
と
遺
伝
子
の
固
有
性
を
疑
う
論
拠
に
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
僕
が
共
感
覚
研
究
を
す
る
上
で
、
最
終
的
に

辿
り
着
き
た
い
の
は
、
東
洋
と
西
洋
、
日
本
と
大
陸
と
の
差
異
の
強
調
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
結
局
、
人
間
と
い
う
生
き
物
は
、
個
人
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
な

の
で
す
。
た
だ
し
、「
ワ
ン
ワ
ン
」
と
「
バ
ウ
ワ
ウ
」
と
に
共
通
性
を
感
じ
る
そ

の
感
性
自
体
は
、
例
え
ば
人
間
が
（
あ
な
た
が
）
外
国
文
学
に
感
動
し
た
り
、

外
国
の
音
楽
や
絵
画
に
感
動
し
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
で
し
ょ
う
。「
ワ
ン
ワ

ン
」
と
い
う
鳴
き
声
の
可
愛
ら
し
さ
が
、
異
文
化
の
人
々
に
は
「
ガ
オ
ー
」
と

い
う
恐
怖
の
叫
び
声
に
聞
こ
え
る
こ
と
は
な
い
の
だ
か
ら
。 

 

と
答
え
て
お
い
た
。
で
、
最
後
に
、「
こ
れ
に
関
連
し
て
僕
が
研
究
し
て
い
る
こ

と
が
あ
っ
て
、
後
日
、
そ
の
世
界
祖
語
と
女
性
性
器
の
呼
称
に
つ
い
て
、
文
章

を
書
く
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。」
と
書
い
て
お
い
た
の
で
、
今
日
は
そ
れ
を
書
く

わ
け
で
あ
る
。 

  

こ
の
方
の
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
実
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
思
う
。
そ
こ

に
は
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
、「
個
々
人
の
遺
伝
子
や
、
民
族
固
有
の
文
化
を
超
越
し

た
、
人
類
に
普
遍
的
な
知
覚
形
態
は
、
や
は
り
か
つ
て
存
在
し
た
の
で
は
な
い

か
、
ゆ
え
に
、
人
口
が
ず
っ
と
少
な
か
っ
た
頃
に
は
、
た
っ
た
一
つ
の
言
語
を

し
ゃ
べ
っ
て
い
た
時
期
が
、
我
々
人
類
に
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
、

あ
る
意
味
、
夢
の
よ
う
な
仮
説
も
立
て
ら
れ
る
か
ら
だ
。
要
す
る
に
、「
世
界
祖

語
」
の
話
だ
。 

（h
ttp

://ja
.w

ik
ip

e
d

ia
.o

rg
/w

ik
i/%

E
5

%
A

4
%

A
7

%
E

8
%

A
A

%
9
E

%
E

6
%

9

7
%

8
F

←
こ
の
記
事
の
、「
世
界
祖
語
」
を
参
照
。） 
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●
こ
こ
一
年
く
ら
い
、
こ
の
「
ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
る

が
、
僕
の
場
合
は
、
自
分
が
共
感
覚
者
で
あ
り
、
自
分
が
研
究
対
象
で
あ
る
の

で
、
自
分
の
中
か
ら
ど
う
い
う
発
想
が
出
て
く
る
か
と
い
う
こ
と
が
、
自
分
で

楽
し
み
で
も
あ
る
。
僕
が
共
感
覚
者
当
人
と
し
て
、
常
に
こ
れ
だ
け
は
は
ず
せ

な
い
だ
ろ
う
と
思
う
に
至
っ
た
こ
と
は
、「
”
ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果
は
人
類
に
普

遍
的
な
も
の
か
”
を
問
う
こ
と
は
、”
世
界
祖
語
は
存
在
す
る
か
”
を
問
う
こ
と

に
等
し
い
は
ず
で
あ
る
。
」
と
い
う
も
の
だ
。
（
そ
し
て
、
世
界
祖
語
は
存
在
し

な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
、
僕
の
実
際
の
研
究
と
僕
自
身
の
共
感
覚
体
験
の

両
方
か
ら
感
じ
る
、
今
現
在
の
結
論
な
の
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
考
え
る
こ
と
が
多

く
て
、
揺
ら
い
で
い
る
。
） 

 

男
性
作
家
と
女
性
作
家
の
使
う
単
語
、
あ
る
い
は
男
性
と
女
性
が
普
段
話
し
言

葉
で
使
う
単
語
の
統
計
を
取
っ
て
み
る
と
、
圧
倒
的
に
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
フ
ワ
フ

ワ
だ
と
か
、
ワ
ン
ワ
ン
と
い
っ
た
擬
声
語
・
擬
態
語
）
を
多
用
す
る
の
は
女
性

の
ほ
う
で
あ
る
と
い
う
結
果
が
、
ど
の
文
化
圏
・
言
語
圏
に
お
い
て
も
出
る
そ

う
だ
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
が
、
多
く
の
女
性
共
感
覚
者
の
豊
か
な
感
性
の
維

持
に
役
立
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
そ
れ
は
そ
れ
で
男
性
共
感
覚
者
で
あ

る
僕
か
ら
見
て
も
、
う
ら
や
ま
し
い
と
さ
え
思
う
。 

 

と
、
そ
れ
は
余
談
だ
け
れ
ど
、
そ
も
そ
も
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
言
語
の
発
祥
と
い

う
も
の
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
ニ
ワ
ト
リ
の
鳴
き
声
は
、

日
本
語
と
英
語
と
で
は
、「
コ
ケ
コ
ッ
コ
ー
」
と
「
コ
ッ
カ
ド
ゥ
ー
ド
ゥ
ル
ド
ゥ

ー
」
と
い
う
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
決
し
て
ど
ち
ら
の
言
語
で
も
「
ガ
オ
ー
」

や
「
パ
オ
ー
ン
」
や
「
サ
ラ
サ
ラ
」
な
ど
と
い
う
音
声
を
用
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、「k

」
音
を
用
い
る
な
ど
、「
ど
こ
か
し
ら
似
て
い
る
と
言
え
な
く

も
な
い
」
の
は
、
な
ぜ
か
と
考
え
る
こ
と
も
、
ま
た
面
白
い
。
こ
れ
は
、
先
の

女
性
の
メ
ー
ル
の
話
と
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。 

 

一
時
期
は
、
言
語
学
の
世
界
で
も
、
日
本
語
の
「
名
前
（n

a
m

a
e

）」
と
ド
イ
ツ

語
の
「n

a
m

e

（
ナ
ー
メ
）」
が
、
よ
く
似
て
い
る
か
ら
同
一
起
源
で
は
な
い
か
、

ゆ
え
に
、
日
本
人
と
ド
イ
ツ
人
は
同
一
民
族
に
起
源
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
、

と
い
っ
た
（
ち
ょ
っ
と
行
き
過
ぎ
な
、
政
治
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
わ
る
よ
う

な
）
こ
と
が
本
当
に
研
究
さ
れ
て
い
た
し
、
そ
れ
も
一
概
に
馬
鹿
に
は
で
き
な

い
も
の
だ
っ
た
か
ら
、
な
か
な
か
難
し
い
。 

  

実
は
、
こ
の
「
ブ
ー
バ
・
キ
キ
問
題
」
を
考
え
て
い
く
上
で
、
僕
は
例
と
し
て

「
女
性
性
器
の
呼
称
」
を
見
る
べ
き
だ
と
思
い
、<

b
>

世
界
中
で
「
女
性
性
器
」

を
示
す
単
語
に
ど
う
い
う
音
声
が
当
て
は
め
ら
れ
て
い
る
か<

/b
>

を
徹
底
的
に

洗
い
出
し
て
み
た
こ
と
が
あ
る
。
な
ぜ
そ
う
思
っ
た
か
と
言
え
ば
、
以
下
の
よ

う
な
理
由
に
よ
る
。 

 

一
切
の
文
明
語
・
文
化
語
を
排
除
し
、
民
族
・
国
家
・
共
同
体
・
文
化
の
差
異

を
超
え
て
、
最
後
に
残
る
普
遍
的
な
も
の
は
何
か
を
考
え
て
み
れ
ば
分
か
る
と

思
う
。
要
す
る
に
、
極
端
な
こ
と
を
言
え
ば
、「
携
帯
電
話
（
ケ
イ
タ
イ
デ
ン
ワ
）」

と
い
う
単
語
の
音
を
聞
い
て
、
世
界
中
の
人
々
が
あ
の
電
話
の
形
を
想
像
す
る
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か
と
考
え
る
こ
と
に
、
意
味
が
な
い
こ
と
く
ら
い
は
、
今
の
日
本
人
に
も
す
ぐ

に
分
か
る
。
と
、
こ
れ
は
極
端
な
例
だ
が
、
他
に
も
例
え
ば
、「
木
（
き
）」「
舟

（
ふ
ね
）
」
と
い
う
音
声
の
起
源
を
遡
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
け
れ
ど
も
、「
木

材
（
も
く
ざ
い
）
」「
船
舶
（
せ
ん
ぱ
く
）」
の
起
源
を
探
っ
て
も
、
世
界
祖
語
に

は
何
の
関
係
も
な
い
、
と
い
う
意
味
だ
。
江
戸
時
代
の
日
本
人
に
向
か
っ
て
、

「m
o
k

u
z
a
i

」
だ
の
「se

n
p

a
k

u

」
だ
の
と
言
っ
て
も
、
何
の
こ
と
や
ら
で
あ

る
。
そ
う
い
う
不
要
な
単
語
の
淘
汰
作
業
を
ど
ん
ど
ん
進
め
て
、
時
代
を
遡
っ

て
い
く
と
、
日
本
語
で
は
、
や
が
て
「
ヤ
マ
（
山
）
」「
ハ
タ
ケ
（
畑
）」
と
い
っ

た
単
語
が
残
る
時
代
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
さ
え
に
お
い
て
も
、
和
辻
哲
郎

の
「
風
土
」
の
話
を
持
ち
出
す
ま
で
も
な
い
が
、「
山
」
一
つ
に
し
て
も
、
日
本

の
富
士
山
と
、
欧
米
の
ア
ル
プ
ス
山
脈
や
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
の
山
々
を
見
比
べ
れ

ば
、
い
か
に
様
子
が
違
う
か
が
分
か
る
。
生
え
て
い
る
植
物
も
全
く
違
う
。
そ

の
違
い
か
ら
、
「
ヤ
マ
」
と
「m

o
u

n
ta

in

」
の
違
い
が
生
ま
れ
た
わ
け
だ
。
だ

か
ら
、
こ
う
い
う
「
人
体
を
離
れ
た
自
然
物
の
呼
称
」
を
辿
っ
て
も
、「
ブ
ー
バ
・

キ
キ
効
果
」
は
見
え
て
こ
な
い
し
、
民
族
間
・
文
化
間
の
違
い
が
、
む
し
ろ
明

確
に
な
っ
て
し
ま
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
違
い
さ
え
も
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
何
が

残
る
か
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
、
民
族
を
超
え
て
普
遍
的
と
言
え
る
も
の
を
指

し
示
す
単
語
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
そ
の
中
に
は
、「
女

性
性
器
」
を
意
味
す
る
単
語
が
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
り
、「
女
性
性
器
」

を
意
味
す
る
単
語
は
、
最
も
古
い
起
源
を
持
つ
単
語
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。「
女
性
性
器
」
と
い
う
単
語
は
、
民
族
差
が
最
小
に
し
て
男
女
差
が
最
大

で
あ
っ
て
、
か
つ
脳
の
進
化
過
程
で
見
て
も
最
も
変
化
の
な
い
根
源
的
欲
求
と

結
び
付
い
て
い
る
、
唯
一
の
単
語
だ
と
も
言
え
る
。 

 

つ
ま
り
、「
ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
普
遍
性
を
持
つ

か
」
と
の
問
い
の
答
え
を
求
め
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
は
「
性
と
体
の

部
位
に
関
す
る
単
語
を
追
っ
て
い
く
」
の
が
、
一
番
信
憑
性
の
高
い
方
法
だ
と

思
え
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
何
も
、
共
感
覚
を
持
つ
僕
だ
け
で
な
く
、

言
語
学
者
一
般
の
認
識
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。 

  

そ
し
て
、
そ
こ
ま
で
考
え
て
も
な
お
、
結
局
の
と
こ
ろ
、「
民
族
・
言
語
・
文
化
・

風
土
の
唯
一
の
起
源
な
ど
、
存
在
し
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
と
イ
タ
リ

ア
の
起
源
は
ラ
テ
ン
語
で
あ
る
が
、
言
え
る
の
は
そ
こ
ま
で
で
あ
っ
て
、
日
本

は
日
本
で
あ
り
、
漢
民
族
は
漢
民
族
で
あ
り
、
朝
鮮
民
族
は
朝
鮮
民
族
で
あ
る
。」

と
い
う
の
が
、
僕
の
行
き
着
く
結
論
な
の
だ
が
、
こ
う
い
う
発
想
は
、
人
間
の

遺
伝
子
だ
け
を
調
べ
て
見
て
も
分
か
ら
な
い
が
、
ぼ
ー
っ
と
「
日
本
書
記
」
や

「
源
氏
物
語
」
を
読
ん
だ
り
、
僕
自
身
の
共
感
覚
を
ノ
ー
ト
に
書
き
と
め
て
い

た
ら
、
急
に
ひ
ら
め
い
た
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。 

 

「
世
界
祖
語
は
存
在
す
る
」
と
い
う
説
は
、
案
外
、
科
学
の
発
展
の
恩
恵
を
こ

う
む
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
白
人
だ
ろ
う
が
黒
人
だ
ろ
う
が
、
現
生
人
類

の
全
て
が
、
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
は
遺
伝
的
に
無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
今
、
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
・
イ
ヴ
」
を
追
求
す
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
日
本
人
も
欧
米
人
も
ア
フ
リ
カ
人
も
元
は
一
つ
で
あ
る
、
ゆ
え
に
、

し
ゃ
べ
っ
て
い
た
言
語
も
一
つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
、
と
い
う
仮
説
が
、
再
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び
馬
鹿
に
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
き
た
の
は
確
か
だ
か
ら
だ
。 

 
僕
は
僕
で
、
こ
の
僕
自
身
の
共
感
覚
が
、
な
ぜ
こ
こ
ま
で
上
古
日
本
人
的
な
様

相
を
呈
し
て
い
る
の
か
を
、
自
分
の
生
い
立
ち
と
い
う
個
人
レ
ベ
ル
で
も
、
自

分
が
日
本
人
男
性
で
あ
る
と
い
う
民
族
レ
ベ
ル
で
も
、
探
究
し
て
い
る
わ
け
だ

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
行
き
着
く
と
こ
ろ
は
、「
た
っ
た
一
つ
に
集
約
さ
れ
る
よ

う
な
言
語
や
民
族
や
共
同
体
、
東
洋
人
と
西
洋
人
の
別
や
白
人
と
黒
人
の
別
さ

え
も
無
く
し
て
し
ま
う
よ
う
な
た
っ
た
一
つ
の
民
族
的
・
文
化
的
起
源
と
い
う

も
の
は
、
存
在
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
そ
う
い

う
こ
と
を
、「
女
性
性
器
」
の
呼
称
を
世
界
地
図
に
描
き
こ
ん
で
い
く
中
で
思
っ

た
。 

  

日
本
語
で
「
女
性
性
器
」
は
「
ぽ
と
（p

o
to

）」「
ふ
ぉ
と
（φ

o
to

）」「
ほ
と
（h

o
to

）」

で
あ
る
。「φ

（
フ
ァ
イ
）」
は
、
下
唇
を
噛
ま
な
い
「f

」
の
音
で
、
日
本
人
の

「
フ
ァ
行
子
音
」
で
あ
る
。（
な
お
、
日
本
各
地
の
方
言
に
よ
っ
て
も
、
様
々
な

言
い
方
が
あ
る
が
、
そ
の
違
い
は
省
略
す
る
。） 

 

南
太
平
洋
の
島
々
の
言
語
、
い
わ
ゆ
る
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
と
呼
ば
れ
る

言
語
を
話
す
民
族
が
、
女
性
性
器
を
ど
う
呼
ん
で
い
る
か
を
見
て
い
く
と
、
極

め
て
日
本
語
に
近
い
の
で
、
驚
く
。「p

o
ta

」「p
o
d

a

」「b
o
to

」「p
u

k
e

」「p
u

k
i

」

「k
ik

i

」「p
u

k
a

」「p
u

ta

」「p
e
p

e

」「p
e
p

e
k

」「p
e
p

e
t

」「p
e
k

p
e
k

」「b
u

d
a

y

」

「p
o
o
k

u

」
「p

e
ti

」
「p

u
ta

y

」
「p

o
to

y

」
な
ど
、
全
て
「
女
性
性
器
」
の
意
味

で
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
フ
ィ
ジ
ー
や
ト
ン
ガ
の
人
々
と
、
我
々
日
本
人
と
の

間
に
は
、
遺
伝
的
に
見
て
も
、（
朝
鮮
人
や
中
国
人
よ
り
も
近
い
と
言
え
る
ほ
ど

の
）
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
突
拍
子
も
な
い
発
想
が
、
実
は

史
実
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
が
し
て
く
る
。（
ち
な
み
に
、
タ
ガ
ロ
グ
語

（
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
）
で
は
、
女
性
性
器
は
「p

u
k

e

」
だ
が
、
多
く
の
ア
ジ
ア
諸

国
と
同
様
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
英
語
が
で
き
な
け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
生
き
て
い
け

な
い
よ
う
な
国
で
あ
り
、
女
性
性
器
に
対
し
て
も
、
こ
の
固
有
語
を
捨
て
て

「v
a

g
in

a

」
を
用
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
残
念
な
こ
と
で
あ
る
、
と
僕
は
思
う
。

も
っ
と
も
、
今
の
日
本
の
若
者
に
、「
女
性
性
器
を
何
と
言
う
？
」
と
尋
ね
た
ら
、

ほ
ぼ

1
0

0
%

は
「v

a
g
in

a

」
と
答
え
る
だ
ろ
う
し
、
日
本
語
で
言
っ
て
も
「
女

陰
」
と
な
る
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
、「
ほ
と
」
は
死
語
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い

と
思
う
。
要
は
、
日
本
人
も
他
国
の
言
語
に
口
出
し
で
き
な
い
ほ
ど
の
現
状

だ
・
・
・
。） 

 

た
だ
し
、
一
つ
だ
け
注
目
し
た
い
の
は
、「p

」
の
音
を
「h

」
の
音
に
変
化
さ
せ

て
き
た
民
族
は
、
僕
が
知
る
限
り
、
原
始
大
和
民
族
と
渡
来
人
の
混
血
以
降
の

日
本
人
の
特
徴
で
あ
る
。
縄
文
期
の
日
本
人
・
ア
イ
ヌ
民
族
・
琉
球
民
族
は
そ

う
で
は
な
い
。
朝
鮮
民
族
に
な
る
と
、
一
切
変
化
が
な
い
。（
朝
鮮
語
で
は
、
星

は
「
ピ
ョ
ー
ル
」
だ
が
、
日
本
語
と
同
じ
変
化
を
す
れ
ば
、「
フ
ョ
ー
ル
」
→
「
ヒ

ョ
ー
ル
」
と
変
化
す
べ
き
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
現
代
朝
鮮
語
で
も
、
星
は

「
ピ
ョ
ー
ル
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
朝
鮮
語
で
は
、
濁
音
・
半
濁
音
の
概
念
が
な

い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
な
お
、
そ
う
で
あ
る
。
） 

つ
ま
り
、
「p

」
を
「h

」

に
変
化
さ
せ
る
日
本
人
の
感
性
は
、
世
界
規
模
で
見
れ
ば
、
ち
ょ
っ
と
風
変
わ
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り
す
ぎ
る
事
態
で
あ
る
よ
う
だ
。 

 
少
な
く
と
も
渡
来
人
流
入
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
日
本
人
」
以
降
、
つ
ま
り
、
縄

文
人
や
ア
イ
ヌ
人
や
琉
球
民
族
と
、
渡
来
人
と
の
混
血
が
進
ん
だ
と
思
わ
れ
る
、

そ
の
時
期
以
降
は
、
な
ぜ
か
「p

」
を
こ
と
ご
と
く
「h

」
の
音
で
発
音
す
る
。

「
ぽ
し
」（
星
）
は
「
ほ
し
」
に
な
り
、「
へ
そ
」（
臍
）
に
至
っ
て
は
、「
ぽ
ぞ
」

が
「
ふ
ぉ
ぞ
」
に
な
り
、「
ほ
ぞ
」
に
な
っ
て
、「
へ
そ
」
に
な
っ
た
の
だ
が
、「
ほ

ぞ
」
で
さ
え
、「
ほ
ぞ
を
噛
む
」
と
い
う
諺
に
残
っ
て
い
る
程
度
、
と
い
う
よ
う

に
。 

 

し
か
も
、
日
本
語
の
発
音
が
、
現
代
と
ほ
ぼ
同
じ
に
確
定
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ

に
日
本
が
２
世
紀
に
渡
っ
て
鎖
国
体
制
を
や
っ
た
と
き
で
あ
る
か
ら
、
な
お
の

こ
と
、「p

」（
唇
を
い
っ
た
ん
閉
じ
て
か
ら
破
裂
さ
せ
る
子
音
）
を
面
倒
に
感
じ

て
、
「h

」
（
力
を
入
れ
な
く
て
も
発
音
で
き
る
子
音
）
に
変
化
さ
せ
る
傾
向
は
、

他
の
ア
ジ
ア
人
と
原
日
本
人
に
は
な
く
て
混
血
日
本
人
の
み
に
あ
る
何
か
、
混

血
以
降
の
日
本
民
族
の
血
と
遺
伝
子
の
み
が
持
ち
続
け
た
「
音
声
観
」
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。
（
僕
は
作
曲
を
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
「
ど
う
し
て
日
本
人

の
知
覚
と
思
考
か
ら
は
、
ピ
ア
ノ
や
ド
ミ
ソ
の
和
音
が
生
ま
れ
ず
、
三
味
線
や

琴
と
い
っ
た
楽
器
と
そ
の
音
階
し
か
生
ま
れ
な
か
っ
た
か
。
と
こ
ろ
が
、
明
治

以
降
は
、
な
ぜ
日
本
人
は
ド
ミ
ソ
を
協
和
音
と
感
じ
る
聴
覚
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
か
。
」
を
あ
る
程
度
説
明
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
長
く
な
る
の
で
、
今

は
割
愛
。） 

と
に
か
く
、「
民
族
の
本
性
は
、
鎖
国
を
や
っ
て
み
れ
ば
分
か
る
」

と
い
う
の
は
、
ど
う
や
ら
本
当
で
あ
る
よ
う
だ
。 

 

従
っ
て
、
女
性
性
器
の
呼
称
の
起
源
を
考
え
る
に
は
、
す
で
に
大
陸
と
の
交
流

を
持
ち
始
め
て
以
降
の
歴
史
書
で
あ
る
日
本
書
紀
に
出
て
く
る
女
性
性
器
の
記

述
さ
え
も
遡
っ
て
、
そ
れ
よ
り
も
前
の
日
本
人
、
あ
る
い
は
日
本
人
男
性
が
女

性
性
器
を
目
視
し
て
、
今
後
こ
の
「
女
性
の
体
の
部
位
」
を
ど
ん
な
音
声
で
呼

ん
で
い
く
べ
き
か
と
感
じ
て
い
た
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
書
紀
で

は
、
女
性
が
「
ほ
と
」
に
火
傷
を
し
て
、
糞
尿
か
ら
多
く
の
神
が
生
ま
れ
・
・
・

と
い
っ
た
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
て
、
ま
あ
、
そ
れ
が
イ
ザ
ナ
ミ
神
で
、
う
ん
ぬ

ん
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
要
す
る
に
、
そ
の
頃
の

我
々
日
本
人
・
日
本
人
男
性
は
、
女
性
性
器
の
形
状
を
目
視
し
た
と
き
に
、「
ぽ

と
」
な
い
し
「
ふ
ぉ
と
」
と
い
う
音
声
を
発
想
し
て
い
た
。 

 

つ
ま
り
、
使
っ
て
い
た
語
彙
自
体
は
、
南
太
平
洋
の
島
々
の
人
々
と
共
通
し
て

い
た
の
に
、
日
本
だ
け
は
、
文
字
を
中
国
か
ら
借
り
て
き
た
。
だ
か
ら
、
あ
る

意
味
で
は
、
日
本
と
朝
鮮
・
中
国
と
の
間
に
は
、「
ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果
」
の
普

遍
性
は
、
成
立
し
な
い
と
さ
え
、
言
え
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
日
本
人
の
知
覚

と
「
ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果
」
関
係
に
あ
る
の
は
、
む
し
ろ
南
太
平
洋
の
人
々
の

知
覚
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。（
日
本
語
と
、
中
国
語
や
朝
鮮
語
と
が
親
類
関
係
に

な
い
の
は
、
今
は
常
識
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
日
本
語
の
文
法

は
、
モ
ン
ゴ
ル
語
・
ト
ル
コ
語
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
と
共
通

し
て
い
る
が
、
南
太
平
洋
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
族
と
は
異
な
っ
て
い
る
か

ら
、
余
計
に
話
が
や
や
こ
し
い
の
だ
。） 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
本
語
の
語
彙

だ
け
は
、
日
本
海
よ
り
も
太
平
洋
の
ほ
う
を
簡
単
に
飛
び
越
え
て
き
た
の
で
は



『岩崎純一全集』第八十一巻「芸術、文化、言語、文学（二の一）」 

21 

 

な
い
か
。 

 
ち
な
み
に
、
僕
自
身
は
、
女
性
性
器
を
示
す
「
ほ
と
」
の
語
源
は
、
次
の
よ
う

な
語
と
関
係
が
あ
る
と
思
っ
て
き
た
。
「
ほ
」
は
、
「
体
の
真
ん
中
に
あ
っ
て
、

へ
っ
こ
ん
で
穴
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
」
の
意
味
で
あ
り
、「
ほ
ぞ
（
へ
そ
）」「
は

な
」
な
ど
の
部
位
が
、
同
様
に
「
は
行
音
」
で
あ
る
の
も
、
納
得
し
て
は
い
る

が
、
い
ま
だ
謎
で
あ
る
。「
ほ
」
を
「
ふ
ぉ
」・「
ぽ
」
と
発
音
し
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
、
こ
の
「
ふ
ぉ
」
・
「
ぽ
」
が
「
液
体
・
水
分
の
流
れ
出
る
と
こ
ろ
」

を
意
味
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
た
め
。 

 

「
ほ
と
ば
し
る
」
（
迸
る
）
勢
い
よ
く
飛
び
散
る
。
ま
た
、
激
し
く
流
れ
出
る
。

噴
き
出
る
。 

「
ほ
と
び
る
」
（
潤
び
る
）
水
け
を
含
ん
で
ふ
く
れ
る
。
ふ
や
け
る
。 

「
ほ
と
ば
か
す
」（
潤
ば
か
す
）
水
に
物
を
ひ
た
し
ふ
や
か
す
。
ほ
と
ば
す
。 

「
ほ
と
ぼ
る
」
「
ほ
と
お
る
」（
熱
る
）
熱
を
発
す
る
。
熱
く
な
る
。 

「
ほ
と
り
ば
む
」（
辺
り
ば
む
）
端
近
く
で
あ
る
。
浅
は
か
で
あ
る
。 

「
ほ
と
め
く
」
ほ
と
ほ
と
と
音
を
立
て
る
。 

「
ほ
と
き
」
「
ほ
と
ぎ
」
（
缶
）
昔
、
水
な
ど
を
入
れ
た
瓦
製
の
器
。
胴
が
太
く

口
が
小
さ
い
。 

「
ほ
と
け
」（
仏
） 

「
ほ
と
と
ぎ
す
」 

「
ほ
と
ほ
と
」
困
り
果
て
た
、
ま
た
、
う
ん
ざ
り
し
た
気
持
ち
を
表
す
語
。
ま

っ
た
く
。
つ
く
づ
く
。
ほ
と
ん
ど
。
す
ん
で
の
こ
と
で
。
あ
や
う
く
。 

「
ぽ
と
ぽ
と
」「
ぼ
と
ぼ
と
」
液
体
が
続
け
ざ
ま
に
落
ち
る
音
や
、
そ
の
さ
ま
を

表
す
語
。 

「
ぽ
と
り
」「
ぽ
と
ん
」「
ぽ
と
」「
ぽ
っ
と
ん
」
し
ず
く
、
ま
た
は
小
さ
な
物
が

落
ち
る
音
や
、
そ
の
さ
ま
を
表
す
語
。 

「
ふ
と
こ
ろ
」（
懐
） 

ぷ
と
→
ぷ
と
こ
ろ
（
ぷ
と
）
→
ふ
と
こ
ろ 

「
ふ
く
ろ
」（
袋
） 

「
ふ
た
」（
蓋
） 

「
ふ
た
」（
二
・
双
） 

「
ふ
た
ぐ
」（
塞
ぐ
） 

ぷ
と
→
ぷ
た
ぐ
→
ふ
た
ぐ 

「
ふ
た
た
び
」（
再
び
）
同
じ
動
作
や
状
態
を
繰
り
返
す
こ
と
。 

「
ほ
た
る
」（
蛍
） 

「
ほ
た
え
る
」
戯
れ
る
。
甘
え
る
。 

「
ほ
た
ほ
た
」
機
嫌
よ
く
う
れ
し
そ
う
な
さ
ま
。
し
ず
く
や
花
な
ど
が
続
い
て

落
ち
る
さ
ま
。 

「
ぽ
っ
ぽ
」
湯
気
・
炎
・
煙
な
ど
が
盛
ん
に
た
ち
の
ぼ
る
さ
ま
。
か
ら
だ
が
熱

く
な
る
さ
ま
。 

 

「
ぽ
と
り
」
な
ど
は
、
出
産
の
と
き
の
音
を
考
え
て
み
た
が
、
ど
う
考
え
て
も
、

子
ど
も
を
産
み
落
と
す
様
子
と
い
う
の
は
、
こ
こ
ま
で
軽
い
音
で
表
現
で
き
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
な
る
と
、
こ
の
語
と
女
性
性
器
「
ほ
と
」
の
語
と

の
間
に
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
月
経
に
関
す
る
擬
音
語

と
し
て
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
出
産
よ
り
も
、
月

経
な
り
性
行
動
に
関
す
る
音
を
連
想
さ
せ
る
単
語
ば
か
り
に
「
ほ
と
」
「
ぽ
と
」
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の
語
が
異
常
に
多
い
の
は
、
僕
の
類
推
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
男
性
が

作
っ
た
言
葉
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
も
そ
も
自
分
の
「
ほ
と
」
を
正

面
か
ら
普
通
の
体
勢
で
見
る
と
い
う
行
動
は
、
女
性
に
と
っ
て
は
、
唯
一
自
分

に
だ
け
不
可
能
な
こ
と
で
あ
り
、
一
方
で
、
第
一
に
「
ほ
と
」
を
見
る
の
は
男

性
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
事
情
に
よ
る
だ
ろ
う
。
自
分
に
だ
け
不
可
能
で
、
他

人
に
だ
け
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
が
、
女
性
性
器
「
ほ
と
」
と
、
他
の
基
礎
語

彙
（
「
や
ま
」
や
「
こ
め
」
や
「
み
ず
」
）
と
の
、
決
定
的
な
違
い
で
あ
ろ
う
。 

  

ち
な
み
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
で
は
、
女
性
性
器
を
意
味
す
る
単
語
は
、
ほ

と
ん
ど
「v

」
で
始
ま
る
（「v

」
の
発
音
は
、
言
語
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
あ

る
が
、
ほ
と
ん
ど
全
て
下
唇
を
噛
む
子
音
で
あ
る
）
。「v

a
g
in

a

」（
英
・
ド
イ
ツ
・

オ
ラ
ン
ダ
・
イ
タ
リ
ア
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
カ
タ
ル

ー
ニ
ャ
な
ど
）
、
「v

a
g
in

」
（
フ
ラ
ン
ス
・
ル
ー
マ
ニ
ア
）
な
ど
で
あ
る
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
の
「p

o
ch

w
a

」、
チ
ェ
コ
の
「p

o
ch

v
a

」、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「slid

a

」、

デ
ン
マ
ー
ク
の
「sk

e
d

e

」
な
ど
、
興
味
深
い
音
も
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
女
性
性
器
」
が
ほ
と
ん
ど
「v

・g

・n

共
同
体
」
で
あ
る
の
は
、

結
局
の
と
こ
ろ
、
キ
リ
ス
ト
教
と
ラ
テ
ン
語
と
ロ
ー
マ
帝
国
の
力
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
し
か
も
、
欧
米
で
は
、
「p

」
や
そ
れ
に
近
い
子
音
で
始
ま
る
「
女
性

性
器
」
の
呼
称
は
、
ほ
と
ん
ど
が
卑
語
か
、
第
二
義
的
に
使
わ
れ
る
単
語
だ
。

「p
u

ss
y

」
「p

o
o
n

ta
n

g

」
「p

a
ta

ta

」
「p

in
a

」
「b

o
b

a

」
「p

a
p

o

」
「p

u
ch

a

」

「p
illu

」「v
ittu

」「p
u

tz

」「to
p

a

」「fitte

」「p
izd

a

」「fitta

」「p
u

lla

」
な

ど
だ
。 

  

と
こ
ろ
で
、
世
界
祖
語
説
を
本
当
に
唱
え
た
（
唱
え
て
し
ま
っ
た
！
？
）
言
語

学
者
の
リ
ュ
ー
レ
ン
氏
は
、
驚
く
な
か
れ
、「
水
」
や
「
山
」
と
い
っ
た
各
種
単

語
の
祖
語
を
推
測
し
て
お
り
、
な
ん
と
「
女
性
性
器
」
の
祖
語
を
「p

u
t

～
」
で

あ
る
と
推
測
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ
は
、
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
の
女
性
性
器
「
ぽ

と
（p

o
to

）」
と
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
驚
き
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
、

や
は
り
あ
る
種
の
猜
疑
心
が
は
た
ら
く
も
の
で
、
「
そ
れ
は
偶
然
の
一
致
だ
ろ

う
。」
と
反
論
し
た
く
な
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
と
苦
笑
す
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、

リ
ュ
ー
レ
ン
氏
が
言
っ
て
い
る
こ
と
は
、
「v

a
g
in

a

」
（
英
語
）
だ
ろ
う
が

「e
m

a
tin

」（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語
）
だ
ろ
う
が
「
ぽ
と
」（
日
本
語
）
だ
ろ
う
が
、

世
界
中
の
女
性
性
器
の
呼
称
が
、「p

u
t

～
」
に
集
約
さ
れ
る
と
言
っ
て
い
る
の

と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
本
当
に
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
の
か
。 

 

僕
と
し
て
は
、
も
し
数
千
年
前
の
大
和
民
族
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
互
い
に
出
会

っ
た
ら
、「
我
々
大
和
民
族
に
と
っ
て
は
、
女
性
性
器
の
形
を
音
声
で
表
現
す
る

な
ら
、
”
ぽ
と
”
で
あ
る
！
」「
い
や
、
我
々
ロ
ー
マ
帝
国
民
に
と
っ
て
は
、
女

性
性
器
の
形
は
、
ど
う
見
て
も
”v

a
g
in

a

”
で
あ
る
！
」
と
い
っ
た
争
い
が
勃

発
し
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る
。
と
い
う
の
は
冗
談
だ
が
、
実
は
冗
談
と
は
思

え
な
い
と
い
う
の
が
、
結
局
、
僕
の
考
え
な
の
だ
。
つ
ま
り
、
日
本
や
ポ
リ
ネ

シ
ア
系
民
族
に
は
、
女
性
性
器
を
こ
と
ご
と
く
「p

」
の
音
で
始
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
本
能
的
・
遺
伝
的
必
然
性
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
本
能
的
・

遺
伝
的
必
然
性
は
、
ど
こ
か
ら
来
る
か
と
言
え
ば
、
当
然
な
が
ら
日
本
列
島
の
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風
土
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
島
々
の
風
土
か
ら
来
る
。
台
風
し
か
り
。
地
震
し
か
り
。

そ
う
い
う
風
土
か
ら
出
た
人
間
の
知
覚
が
、
「
ぽ
と
」
を
規
定
す
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
さ
え
も
飛
び
越
え
て
、「
人
類
の
起
源
は
、
ア
フ
リ
カ
の
あ
る

一
箇
所
に
集
約
さ
れ
る
」
と
い
う
説
が
、
遺
伝
的
に
証
明
さ
れ
て
し
ま
っ
た
（
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
）。
こ
の
上
で
、
先
の
僕
の
考
え
、
僕
自
身
の
共
感
覚

体
験
と
し
て
の
実
感
を
成
り
立
た
せ
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
少
な
く
と
も
、
東
洋

人
と
西
洋
人
の
祖
先
が
、
現
生
人
類
発
祥
の
あ
と
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
分

か
れ
て
、
全
く
異
質
の
言
語
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
と
い
う
考
え
に
至
ら
ざ
る

を
得
な
い
。 

  

さ
て
、
女
性
性
器
の
呼
称
を
ひ
た
す
ら
調
べ
上
げ
て
い
る
最
中
に
考
え
た
こ
と

を
、
お
お
ま
か
に
述
べ
て
み
た
が
、
先
日
、「
日
本
語
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
た
か
」

（
工
藤
進
著
）
を
読
ん
で
い
た
ら
、「
遺
伝
的
に
見
れ
ば
、
日
本
人
は
、
南
ア
ジ

ア
人
よ
り
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
白
人
に
近
い
」
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
人
類
の

分
岐
図
が
載
っ
て
い
て
、
こ
の
図
自
体
に
、
あ
る
程
度
、
作
為
的
な
も
の
を
感

じ
た
が
、
と
に
か
く
、
ま
た
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
い
う
こ
と
に

は
、
東
洋
人
に
対
す
る
西
洋
人
学
者
の
先
入
見
的
な
意
識
が
入
り
込
ん
で
い
る

こ
と
も
多
い
か
ら
、
真
偽
の
ほ
ど
に
注
意
し
て
見
る
つ
も
り
で
あ
る
。
親
ア
ジ

ア
人
か
反
ア
ジ
ア
人
か
、
そ
れ
だ
け
で
学
説
と
い
う
の
は
コ
ロ
ッ
と
変
わ
る
か

ら
、
嫌
な
も
の
だ
。
面
白
い
の
は
、
こ
の
著
者
自
身
が
フ
ラ
ン
ス
語
・
フ
ラ
ン

ス
文
学
の
専
門
家
で
あ
る
よ
う
で
、
大
野
晋
氏
の
「
日
本
語
・
タ
ミ
ル
語
同
一

起
源
説
」
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
実
は
僕
は
、「
日
本
語
＝
タ
ミ
ル
語
起
源
説
」

に
、
い
た
く
感
銘
を
受
け
て
し
ま
っ
た
時
期
が
あ
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
答

え
は
出
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
共
感
覚
、
ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果

と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
日
本
固
有
の
文
化
と
言
葉
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
書
に
、

い
ま
だ
一
冊
も
出
会
え
て
い
な
い
。 

 

や
は
り
僕
は
、
日
本
固
有
の
「
女
性
性
器
」
の
呼
称
は
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ

を
最
初
に
話
し
た
頃
の
原
日
本
人
男
性
は
、
お
そ
ら
く
総
共
感
覚
者
で
あ
っ
た

と
も
言
え
る
は
ず
で
、「
視
覚
上
の
女
性
性
器
」
を
「
聴
覚
上
の
女
性
性
器
」
に
、

（
そ
の
当
時
の
男
性
の
知
覚
に
と
っ
て
）
嘘
偽
り
な
く
写
生
的
に
表
現
し
よ
う

と
し
た
と
き
、「
ポ
ト
ン
」
や
「
ポ
ト
ポ
ト
」
な
ど
の
、
い
わ
ば
「
音
楽
」
を
、

「
想
像
力
の
レ
ベ
ル
」
で
は
な
く
、「
純
粋
知
覚
の
レ
ベ
ル
（
視
覚
と
聴
覚
と
の

区
別
さ
え
も
な
い
よ
う
な
共
感
覚
）」
に
よ
っ
て
感
覚
し
、
そ
れ
を
「
女
性
性
器
」

の
語
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
僕
の
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
と

め
れ
ば
、「
ブ
ー
バ
・
キ
キ
効
果
」
が
、
究
極
的
な
と
こ
ろ
で
普
遍
的
に
当
て
は

ま
る
よ
う
な
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
こ
の
「
女
性
性
器
」
と

い
う
単
語
か
、
そ
の
他
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
単
語
し
か
見
当
た
ら
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
の
が
、
僕
の
思
う
と
こ
ろ
だ
。
し
か
も
、
世
界
祖
語
と
い
う
説
を
と
ら

な
く
て
も
、
地
理
的
に
離
れ
た
様
々
な
民
族
が
、
同
時
に
女
性
性
器
の
形
状
に

「p

～
」
の
音
を
発
想
す
る
こ
と
は
、
十
分
に
あ
り
う
る
ほ
ど
、
女
性
性
器
の
形

状
は
民
族
差
が
な
い
。
富
士
山
を
見
た
ら
日
本
の
山
だ
と
分
か
っ
て
も
、
女
性

性
器
の
形
状
だ
け
を
見
て
何
民
族
の
そ
れ
だ
と
的
中
さ
せ
る
人
は
い
な
い
。

<
/fo

n
t>

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
部
位
で
さ
え
も
、
そ
の
形
状
は
、
民
族
と
風
土
と
文
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化
と
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
る
し
、
た
だ
、
こ
れ
以
上
は
僕
の
力
で
研
究
す

る
こ
と
で
も
な
い
し
、
実
際
に
不
可
能
だ
ろ
う
。 

  

そ
れ
に
し
て
も
、
も
し
本
当
に
世
界
祖
語
が
存
在
し
た
、
つ
ま
り
、
我
々
人
類

の
唯
一
の
祖
先
で
あ
る
人
間
の
集
団
な
い
し
は
共
同
体
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ

こ
に
い
た
数
人
の
男
性
た
ち
が
、
実
際
に
女
性
性
器
の
形
状
を
目
視
し
た
と
き

に
、「p

o
to

！
」
な
り
何
な
り
、
そ
れ
に
近
い
音
声
を
発
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る

人
類
の
言
語
の
発
祥
だ
と
し
た
ら
、
な
ん
だ
か
世
の
中
の
言
語
学
者
が
皆
、
拍

子
抜
け
し
そ
う
で
あ
る
。 

  

関
連
す
る
過
去
の
記
事 
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僕
の
共
感
覚
の
起
源
を
探
る
１ 

【
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
の
思
い
出
か
ら
古
代
日
本
語

へ
】 

  

二
〇
〇
七
年
十
二
月
十
五
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

僕
は
小
さ
い
頃
、
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
で
遊
ぶ
の
が
好
き
で
、
特
に
海
賊
シ
リ
ー
ズ

に
は
心
奪
わ
れ
て
い
た
。
も
と
も
と
「
作
ら
れ
た
も
の
」
が
気
に
入
ら
な
い
性

質
で
、
最
初
か
ら
二
隻
の
船
の
部
品
を
合
体
さ
せ
て
巨
大
な
一
隻
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
船
を
作
る
よ
う
な
子
ど
も
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
人
形

の
一
体
一
体
に
名
前
を
付
け
て
い
た
こ
と
だ
。
そ
の
名
前
と
、
海
賊
同
士
の
会

話
に
使
わ
れ
る
言
語
は
、
日
本
語
で
も
英
語
で
も
何
で
も
な
い
、
た
だ
僕
の
体

か
ら
発
す
る
音
の
響
き
に
よ
っ
て
成
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
今
思
え
ば
、
こ
れ

こ
そ
が
共
感
覚
の
原
点
で
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
の
言
語
を
、
二
十
数
年
経
っ
た

今
の
僕
の
視
点
か
ら
、
あ
え
て
真
面
目
に
、
時
に
は
比
較
言
語
学
的
な
方
法
で
、

再
構
築
し
、
分
析
し
て
み
て
い
る
。（
そ
し
て
、
こ
う
い
う
作
業
自
体
が
、
あ
る

意
味
で
は
、
今
の
僕
に
と
っ
て
は
レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
的
な
楽
し
さ
の
延
長
で
も
あ

る
の
だ
け
れ
ど
。） 
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ち
な
み
に
、
こ
の
海
賊
言
語
（
！
）
の
文
法
構
造
と
、
以
前
か
ら
書
い
て
い
る

ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
の
語
彙
と
を
合
わ
せ
て
、
一
つ
の
体
系
を
持
っ
た
言
語
と
し

て
の
「
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
」
と
名
付
け
る
こ
と
に
し
た
い
。
最
近
、
こ
の
ス
ラ

フ
ォ
ー
リ
ア
を
、
古
代
日
本
語
や
、
氷
河
期
か
ら
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
バ
ス

ク
語
や
コ
ー
カ
サ
ス
諸
語
な
ど
と
、
ち
ょ
っ
と
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
明
ら

か
に
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。
こ
の
「
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
」「
ツ
ァ
ラ

ポ
リ
ア
」
と
い
う
音
か
ら
し
て
、
外
来
語
で
も
何
で
も
な
く
、
実
は
遠
い
昔
の

日
本
に
あ
っ
た
音
声
の
組
み
合
わ
せ
で
成
立
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
を
、
僕
の
出

身
地
で
あ
る
岡
山
の
方
言
と
も
比
較
し
て
み
た
い
。
方
言
で
さ
え
も
、
い
わ
ば

「
集
団
の
言
語
」
で
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
が
個
人
の
共
感
覚
言
語
と
ど
う

似
て
い
る
か
を
探
る
と
、
面
白
そ
う
だ
。 

  

た
だ
し
、
ま
ず
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
言
語
の
再
構
築
が
、
僕
と
い
う
個
人
の
力

で
可
能
な
の
か
、
読
者
の
皆
さ
ん
に
驚
か
れ
な
い
た
め
に
も
、
少
し
書
い
て
み

た
い
。 

 

こ
れ
を
言
う
と
び
っ
く
り
さ
れ
る
の
だ
が
、
僕
は
少
な
く
と
も
言
語
（
つ
ま
り

は
母
語
で
あ
る
日
本
語
）
を
獲
得
す
る
前
か
ら
、
物
事
を
思
考
し
て
い
た
と
い

う
確
実
な
記
憶
、
つ
ま
り
は
「
自
我
は
言
語
に
先
行
す
る
」
と
言
え
る
記
憶
が

い
く
つ
も
あ
り
、（
い
く
つ
か
は
胎
児
期
の
記
憶
か
も
し
れ
な
い
が
）
む
し
ろ
言

語
を
得
て
か
ら
不
可
能
に
な
っ
た
感
覚
と
思
考
領
域
が
あ
る
こ
と
を
残
念
に
思

っ
て
さ
え
い
る
。
僕
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
音
波
と
可
視
光
、
言
語
と
鳥
の
鳴

き
声
、
文
字
と
風
景
の
区
別
さ
え
も
存
在
し
な
い
、
前
言
語
的
な
「
子
ど
も
の

知
覚
」
の
段
階
の
こ
と
だ
。
と
こ
ろ
が
、
周
囲
の
人
に
尋
ね
て
み
る
と
、
そ
も

そ
も
「
モ
ノ
を
考
え
る
」
あ
る
い
は
、
そ
れ
以
前
に
「
景
色
を
見
る
」「
音
を
聴

く
」
と
い
う
行
為
、
自
我
の
自
覚
そ
の
も
の
が
、
言
葉
を
覚
え
て
以
降
の
出
来

事
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
は
言
葉
と
思
考
と
は
常
に
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

言
葉
を
離
れ
た
思
考
な
ど
存
在
し
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
と
言
う
。
す
な
わ

ち
、「
赤
」
や
「re

d

」
と
い
う
言
葉
無
し
に
こ
の
色
を
見
て
い
る
（
あ
る
い
は
、

色
を
聞
い
て
い
る
、
音
を
見
て
い
る
）
と
い
う
共
感
覚
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ

る
か
、
す
で
に
空
想
の
世
界
で
あ
っ
て
、
体
験
で
き
る
と
は
思
え
な
い
と
言
う
。

こ
の
決
定
的
な
違
い
は
、
僕
の
共
感
覚
探
究
の
最
大
の
契
機
と
も
な
っ
て
い
る
。 

 

い
わ
ば
子
ど
も
の
頃
の
僕
は
、
大
昔
の
日
本
人
が
こ
の
日
本
の
土
地
で
、
初
め

て
言
語
を
使
い
始
め
た
と
き
に
や
っ
た
こ
と
と
全
く
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
た

こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
子
ど
も
と
い
う
の
は
、
原
始
人
が
何
十
万
年

も
か
け
て
や
っ
た
こ
と
を
、
個
人
レ
ベ
ル
で
た
っ
た
数
年
で
繰
り
返
す
。
子
ど

も
の
心
ほ
ど
、
特
定
の
言
語
を
離
れ
た
、
無
国
籍
で
純
粋
な
存
在
は
な
い
。
た

だ
し
、
「
無
国
籍
」
と
は
言
っ
て
も
、
「
無
民
族
」
で
は
あ
り
え
ず
、
ポ
リ
ネ
シ

ア
人
は
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
で
あ
っ
て
、
完
全
な
「
民
族
的
”

根
無
し
草
”
性
」「
故
郷
の
な
さ
」
は
あ
り
え
な
い
。
他
の
動
物
と
て
、
日
本
の

本
州
と
西
表
（
い
り
お
も
て
）
島
と
で
は
、
ネ
コ
の
体
の
構
造
が
根
本
的
に
違

う
こ
と
は
、
す
で
に
そ
の
土
地
の
風
土
と
気
候
と
地
形
と
が
、
そ
こ
に
生
ま
れ

る
人
間
の
肌
の
色
や
顔
の
つ
く
り
や
言
語
を
も
規
定
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
従
っ
て
、
僕
の
目
的
は
、
先
ほ
ど
書
い
た
「
言
語
を
得
て
か
ら
不
可
能
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に
な
っ
た
感
覚
と
思
考
領
域
」
と
い
う
も
の
が
、
す
で
に
日
本
的
な
も
の
で
あ

っ
た
か
、
そ
の
面
白
み
を
探
る
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
。 

  

失
わ
れ
ゆ
く
ヒ
ト
の
知
覚
と
思
考
の
領
域
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
言
語
こ
そ

が
、
僕
に
と
っ
て
は
自
分
の
生
ま
れ
た
土
地
か
ら
出
た
日
本
語
で
あ
る
、
と
い

う
と
ら
え
方
を
、
僕
は
し
て
い
る
。
日
本
の
子
ど
も
へ
の
英
語
教
育
の
開
始
は

な
る
べ
く
遅
い
ほ
う
が
よ
い
な
ど
と
い
っ
た
考
え
方
も
、
こ
こ
か
ら
出
て
い
る

と
言
え
ば
そ
う
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
か
く
、
僕
は
英
語
も
フ
ラ
ン
ス
語
も
ス

ペ
イ
ン
語
も
や
っ
た
け
れ
ど
、
む
し
ろ
、
他
の
言
語
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
自

分
の
子
ど
も
の
頃
の
記
憶
に
は
ブ
レ
が
な
い
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
は
自
分
の

共
感
覚
と
日
本
語
へ
の
確
信
か
ら
で
き
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
逆
に
、
何
ヶ

国
語
を
学
ん
で
も
、
満
足
で
き
な
い
と
も
言
え
る
け
れ
ど
。 

 

ヒ
ト
が
初
め
て
言
語
を
作
り
出
し
た
と
き
、
古
代
日
本
語
や
バ
ス
ク
語
や
コ
ー

カ
サ
ス
諸
語
や
イ
ヌ
イ
ッ
ト
語
の
よ
う
な
膠
着
構
造
と
抱
合
構
造
を
持
っ
た
言

語
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
現
代
英
語
や
現
代
フ
ラ
ン
ス
語
の
よ

う
な
屈
折
構
造
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
僕
個
人
に
限
っ
て
も
、
前
言
語
的
な
知

覚
の
段
階
か
ら
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
今
に
な
っ
て
よ
う
や
く
分
か
る
。
そ

の
意
味
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
現
在
の
印
欧
語
が
侵
入
す
る
前
の
ヒ
ト
の
知
覚

構
造
を
今
で
も
残
し
て
い
る
、
氷
河
時
代
か
ら
存
在
す
る
言
語
を
中
心
と
し
て
、

見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
人
類
数
十
万
年
の
縮
図
が
、
個
人
の
人
生
で
も
起

こ
り
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
て
も
感
動
的
だ
。 

  

僕
の
共
感
覚
の
起
源
を
探
る
２ 

【
数
詞
…
日
本
語
・
北
方
民
族
言
語
と
の
比
較
】 

  

二
〇
〇
七
年
十
二
月
十
六
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

さ
て
、
「
自
分
の
共
感
覚
の
起
源
探
り
の
旅
（
！
）
」
の
序
章
で
す
。
と
言
う
よ

り
は
、
僕
が
普
段
ど
う
い
う
方
法
で
自
分
の
共
感
覚
を
研
究
し
て
い
る
か
、
ち

ょ
っ
と
紹
介
し
よ
う
と
思
い
、
そ
の
一
例
か
ら
。 

  

先
日
、
共
感
覚
言
語
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
の
数
詞
に
自
分
で
着
目
し
て
い
て
、
面

白
い
こ
と
に
気
付
い
た
の
で
、
そ
れ
を
書
い
て
み
ま
す
。 

 

ま
ず
、
日
本
語
の
数
詞
を
大
雑
把
に
五
百
年
単
位
で
載
せ
て
み
ま
し
た
。（
も
っ

と
細
か
く
や
っ
て
い
ま
す
が
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
・
・
・
。） 

そ
こ
に
、
僕

の
共
感
覚
言
語
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
を
ぶ
つ
け
て
み
て
、
は
た
と
気
付
い
た
の
で

す
。 

 



『岩崎純一全集』第八十一巻「芸術、文化、言語、文学（二の一）」 

27 

 

 

 

音
声
は
上
代
・
古
代
日
本
語
に
似
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
が
、
語
彙
そ
の
も
の

が
母
語
で
あ
る
日
本
語
か
ら
影
響
を
受
け
た
様
子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
回
書
い

た
よ
う
に
、
問
題
な
の
は
、「
ひ
と
つ
」
や
「
い
ち
」
と
い
う
日
本
語
を
覚
え
る

前
か
ら
、
自
分
が
「
数
」
の
概
念
を
日
本
語
的
に
把
握
し
て
い
た
か
否
か
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
決
定
付
け
る
よ
う
な
何
か
が
見
え
て
く
る
と
、
面
白

そ
う
で
す
。
こ
の
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
の
数
詞
が
、
い
つ
か
ら
頭
の
中
に
あ
る
か
、

幼
少
か
ら
な
の
か
、
も
う
忘
れ
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
何
か
の
教
材
な
り
遊
ん

で
い
た
玩
具
か
ら
影
響
を
受
け
て
「
数
」
を
覚
え
た
と
言
う
よ
り
は
、「
数
」
の

概
念
そ
の
も
の
に
色
彩
を
見
て
い
る
と
い
う
確
信
が
あ
り
、
あ
る
程
度
環
境
の

影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
仮
名
や
漢
字
に
つ
い
て
の
共
感
覚
と
は
、
少
し
性

質
が
異
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
上
代
日
本
語
の
数
詞
で
す
が
、
以
下
の
よ
う
に
組
み
替
え
る
と
、
倍
数

構
造
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
語
の
数
詞
の
起
源
と
し
て
有
力
な
説
で
、

僕
も
支
持
し
て
い
ま
す
。 
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こ
の
よ
う
に
、
綺
麗
な
倍
数
構
造
に
な
っ
て
い
る
の
が
、
日
本
語
の
数
詞
で
す
。

1
1

か
ら
は
「
ト
ヲ
ア
マ
リ
ピ
ト
ト
ゥ
、
ト
ヲ
ア
マ
リ
プ
タ
ト
ゥ
・
・
・
」
と
続

く
の
で
、
加
算
法
と
一
桁
の
倍
数
法
の
混
在
で
す
。
倍
数
に
な
っ
て
い
る
の
は

一
桁
の
み
で
、
結
局
は
十
進
法
で
す
。
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
と
考
え
る
に
、
私

見
と
し
て
は
、「
ト
ヲ
（
十
）」「
モ
モ
（
百
）」「
テ
ィ
（
千
）」「
ヨ
ロ
ド
ゥ
（
万
）」

が
全
て
「
た
く
さ
ん
」
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
き
な
数
が
必
要

に
な
る
た
び
に
、
単
位
を
上
へ
上
へ
と
付
け
足
し
て
い
っ
た
時
期
が
、
お
そ
ら

く
は
弥
生
時
代
と
思
わ
れ
、
結
果
と
し
て
整
然
と
し
た
十
進
法
が
確
立
さ
れ
た

と
い
う
も
の
で
す
。
た
だ
し
、「
万
」
な
ど
は
、「
八
百
万
（
ヤ
ヲ
ヨ
ロ
ド
ゥ
）」

な
ど
と
、
象
徴
的
な
意
味
で
し
か
使
わ
れ
ず
、
実
用
的
な
も
の
で
は
あ
り
え
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
と
も
か
く
、
上
代
日
本
に
は
「
百
」
さ
え
も
存
在
し
な
か

っ
た
時
代
が
あ
る
と
思
っ
て
下
さ
い
。 

 

そ
こ
で
、
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
の
数
詞
も
、
日
本
固
有
の
数
詞
の
よ
う
に
整
然
と

組
み
替
え
ら
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、5

と

6

の
間
で
真
っ
二
つ
に

折
っ
た
際
に
、3

組
の
語
頭
の
子
音
と
、1

組
の
語
中
の
母
音
と
が
完
全
に
一
致

す
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
数
字
に
知
覚
す
る
色
を
当
て
て
み
る
と
、
ペ
ア
ご
と
に

同
系
色
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
頭
の
中
で
は
幼
少
よ
り
数
字
を
立
体
視

し
て
き
た
の
に
、
こ
の
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
今
の
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
自

分
に
が
っ
く
り
・
・
・
し
ま
し
た
が
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
い
っ
た
加
算
・
減
算
法
で
数
を
把
握
し
て
い
る
言
語
は
、

僕
の
知
る
限
り
、
む
し
ろ
日
本
の
北
方
民
族
の
言
語
、
ま
た
は
南
方
の
オ
ー
ス

ト
ロ
ネ
シ
ア
系
の
言
語
で
す
。
例
え
ば
、
ア
イ
ヌ
語
（
二
十
進
法
）
で
は
、1

～

1
0

の
数
詞
は
、
図
の
よ
う
に
、
驚
く
ほ
ど
整
然
と
し
て
い
ま
す
。「8

」
は
、「
あ
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と2

つ
で1

0

に
な
る
数
」
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
し
、
ア
イ
ヌ
語
で

は
「5

」
を
中
心
に
対
称
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
と
は1

ず

つ
ず
れ
て
い
ま
す
が
、
整
然
と
し
た
減
算
法
型
の
数
詞
で
、
美
し
い
で
す
し
、

僕
の
共
感
覚
に
照
ら
し
て
も
違
和
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
し
て
、
僕
が
幼
少
時
に
共
感
覚
に
よ
っ
て
発
想
し
て
い
た
よ
う
な
変
則
減
算

型
の
十
進
法
が
、
ど
こ
の
民
族
言
語
に
あ
っ
た
か
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
は
る
か

北
の
彼
方
、
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
半
島
・
ア
リ
ュ
ー
シ
ャ
ン
列
島
の
先
住
民
族
ア
リ

ュ
ー
ト
ル
族
や
コ
リ
ャ
ー
ク
族
の
言
語
の
数
詞
体
系
に
、
僕
の
数
把
握
の
手
法

と
全
く
同
じ
数
詞
体
系
が
ま
だ
生
き
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
は
大
変
に

興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
民
族
は
、
ま
だ
民
族
総
レ
ベ
ル
で
何
ら
か
の
共
感
覚
を

持
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

 

一
般
に
、
大
き
な
数
の
勘
定
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
時
代
の
言
語
、
つ
ま
り
貨

幣
価
値
よ
り
も
物
々
交
換
に
よ
る
経
済
が
主
流
の
先
住
民
族
の
言
語
で
は
、
少

し
大
き
な
数
字
に
な
っ
た
だ
け
で
単
語
の
長
大
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
上
代
日
本

語
で
、1

1

か
ら
上
が
や
た
ら
と
長
く
な
る
の
も
、
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

 

 

で
は
、
倍
数
法
で
数
の
概
念
を
と
ら
え
る
の
は
、
極
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
日
本

民
族
だ
け
で
、
周
辺
民
族
は
十
進
法
を
中
心
と
し
た
加
減
法
で
あ
っ
た
か
と
言

う
と
、
ま
た
別
の
と
ら
え
方
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ア
イ
ヌ
民

族
が
、
今
の
東
北
・
北
陸
・
甲
信
越
・
北
部
関
東
・
鳥
取
・
島
根
あ
た
り
ま
で
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を
居
住
範
囲
と
し
て
い
た
上
古
日
本
の
民
族
分
布
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
は
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
北
に
追
い
や
ら
れ
な
か
っ
た
時
代
の

ニ
ヴ
フ
は
、
北
海
道
に
も
い
た
で
し
ょ
う
し
、
ウ
ィ
ル
タ
族
も
オ
ロ
チ
ョ
ン
族

も
エ
ヴ
ェ
ン
キ
族
も
、
も
っ
と
南
に
居
住
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
を
持
っ
て

い
た
は
ず
で
す
。
鬼
頭
宏
氏
の
「
人
口
か
ら
読
む
日
本
の
歴
史
」
を
は
じ
め
、

様
々
な
説
の
平
均
を
と
る
と
、
日
本
語
黎
明
期
の
縄
文
～
弥
生
時
代
に
、
日
本

民
族
の
人
口
は5

0

万
人
規
模
を
軸
に
動
か
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
、
や

っ
と5

0
0

万
人
の
民
族
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、
奈
良
の
都
が
建
て
ら
れ
た
。
周

り
に
は
他
民
族
が
同
じ
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
日
本
民
族

の
血
そ
の
も
の
が
「
ア
イ
ヌ
的
」
で
「
琉
球
的
」
で
あ
っ
た
こ
の
時
代
に
、
数

詞
が
い
か
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
か
を
見
る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
う
な
る
と
、

「
ひ
と
つ
」
「
ふ
た
つ
」
の
元
に
な
っ
た
「
ぴ
と
と
ぅ
」「
ぷ
た
と
ぅ
」
が
、
純

正
の
ヤ
マ
ト
コ
ト
バ
の
み
で
成
立
し
た
も
の
か
ど
う
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
と

は
言
っ
て
も
、
朝
鮮
語
な
ど
周
辺
の
言
語
に
は
、
こ
の
「
ぴ
と
と
ぅ
」「
ぷ
た
と

ぅ
」
の
兄
弟
数
詞
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
高
句
麗
語
・
ア
ル
タ
イ
系
言
語
と
の

関
係
を
主
張
す
る
説
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
僕
の
共
感
覚
の
視
点
か
ら

の
研
究
を
満
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
日
本
の
独
特
の
数
の

勘
定
の
仕
方
は
、
縄
文
語
の
あ
る
時
期
、
何
ら
か
の
拍
子
に
集
落
を
作
っ
た
日

本
人
が
使
っ
て
い
た
「
数
の
勘
定
法
」
が
広
が
り
、
や
が
て
は
政
治
・
経
済
の

中
心
地
と
な
っ
て
、
倍
数
計
算
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
そ
れ
が
長
い
時
を
経
て
今

に
伝
わ
り
、
世
界
的
に
も
独
特
の
数
詞
を
得
た
と
い
う
の
が
、
僕
の
思
う
と
こ

ろ
で
す
。 

 

 

数
詞
だ
け
は
、
他
の
基
礎
語
彙
と
は
違
っ
て
、
日
本
固
有
の
も
の
と
、
僕
の
幼

少
か
ら
の
共
感
覚
言
語
と
で
は
、
極
端
に
似
通
っ
た
と
こ
ろ
と
そ
う
で
な
い
と

こ
ろ
と
が
混
在
す
る
と
い
う
の
が
、
結
論
の
よ
う
で
す
。
数
詞
だ
け
は
、
ち
ょ

っ
と
面
白
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、6

や7

以
上
の
数
字
と
な
る
と
、
も
う
「
多

い
」
と
感
覚
し
て
、
新
語
を
作
ろ
う
と
せ
ず
、
加
算
・
減
算
法
に
よ
っ
て
済
ま

せ
よ
う
と
す
る
傾
向
が
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
言
語
で
圧
倒
的
に
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
言
語
の
数
詞
は
、
共
感
覚
的
で
色
彩
的
で
童

心
的
な
魅
力
を
持
っ
て
い
る
と
も
言
え
そ
う
で
す
。 

 

ち
な
み
に
、
最
後
の
表
の
コ
リ
ャ
ー
ク
語
以
外
は
、
下
手
を
す
る
と
数
年
の
う

ち
に
消
滅
す
る
そ
う
で
す
。
悲
し
い
限
り
で
す
。 
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↑
僕
の
数
概
念
に
対
す
る
共
感
覚
色 

  

僕
の
共
感
覚
の
起
源
を
探
る
３ 

【
日
本
祖
語
は
元
々
、
共
感
覚
を
表
し
き
れ
た

言
語
で
あ
る
可
能
性
】 

  

二
〇
〇
七
年
十
二
月
二
十
一
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

今
回
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
イ
タ
リ
ア
語
を
見
て
い
て
考
え
付
い
た
こ
と
に
つ
い

て
。（
最
近
は
、
少
々
自
分
の
思
考
メ
モ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
。） 

 

知
覚
動
詞
・
知
覚
に
関
す
る
単
語
に
よ
っ
て
、
共
感
覚
の
説
明
を
試
み
よ
う
。（
英

語
で
も
、「se

e

」（
見
る
）
の
場
合
な
ど
、
例
え
ば
、「I se

e
 w

h
a

t sh
e
 m

e
a
n

s
.

」

（
彼
女
の
言
う
こ
と
は
分
か
る
。）
な
ど
と
比
喩
的
に
使
う
が
、
今
は
知
覚
レ
ベ

ル
・
共
感
覚
レ
ベ
ル
で
の
話
で
あ
る
の
で
、
比
喩
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
を
あ

え
て
除
い
て
、
知
覚
動
詞
と
し
て
の
機
能
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。） 

 

●
例
１
● 

フ
ラ
ン
ス
語
の
「
感
じ
る
」
と
い
う
意
味
の
動
詞
「se

n
tir

」
は
、
現
代
日
本
語

で
は
、
触
覚
を
主
軸
と
見
な
し
て
「
感
じ
る
」
と
訳
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
実
際

は
触
覚
だ
け
で
な
く
味
覚
に
つ
い
て
も
使
う
。「
感
じ
る
」
と
「
味
わ
う
」
の
合

体
型
と
し
て
の
「
感
じ
る
」
、
と
訳
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
も
言
え
る
。（
時
に
嗅

覚
に
も
転
用
。） 

と
こ
ろ
が
、
同
じ
く
ラ
テ
ン
語
の
「se

n
tire

」
を
語
源
と
す

る
イ
タ
リ
ア
語
の
「se

n
tire

」
は
、
基
本
的
に
は
聴
覚
に
お
い
て
「
感
じ
る
」

の
意
味
。
つ
ま
り
、
こ
の
動
詞
は
フ
ラ
ン
ス
語
だ
と
「e

n
te

n
d

re

」（
聞
こ
え
る
・

聞
く
）
の
意
味
に
当
た
る
知
覚
を
中
心
に
置
い
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
「se

n
tire

」

は
、
聴
覚
を
主
軸
と
し
て
、
嗅
覚
・
味
覚
・
触
覚
に
も
使
わ
れ
る
。
英
語
に
も

「se
n

se
」
の
形
で
入
っ
た
が
、
日
常
語
と
し
て
は
ゲ
ル
マ
ン
語
源
の
「fe

e
l

」
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が
圧
倒
的
に
優
勢
。 

 
●
例
２
● 

「ta
^

te
r

」
と
い
う
動
詞
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
手
探
り
を
す
る
」
と
い
う
意

味
、
つ
ま
り
「
触
覚
」
に
関
す
る
言
葉
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
の
「ta

ste
n

」
も

「
触
覚
」
動
詞
。
こ
の
二
つ
の
動
詞
の
語
源
は
、
や
は
り
同
様
の
意
味
を
持
つ

ラ
テ
ン
語
に
行
き
着
い
て
、
そ
の
動
詞
は
「ta

x
a

re

」
（
手
で
触
る
）
。
と
こ
ろ

が
、
こ
の
動
詞
か
ら
派
生
し
た
英
語
の
「ta

ste

」
は
、
今
や
も
っ
ぱ
ら
味
覚
に

関
す
る
語
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
英
語
の
「ta
ste

」
の
「
味
わ

う
」
の
意
味
は
、
英
語
の
歴
史
の
ど
こ
か
の
時
点
で
あ
と
か
ら
付
け
加
わ
っ
た

も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

 

 

こ
の
よ
う
に
、
同
じ
ラ
テ
ン
語
源
の
動
詞
が
、
山
脈
一
つ
、
海
峡
一
つ
隔
て
て
、

一
方
で
は
触
覚
・
味
覚
中
心
、
他
方
で
は
聴
覚
中
心
と
い
っ
た
、
知
覚
レ
ベ
ル

で
の
大
差
を
持
つ
に
至
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
こ
う
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
五

感
」
を
ま
た
が
る
意
味
を
残
し
て
い
る
動
詞
あ
る
い
は
そ
の
他
の
単
語
が
、
ど
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の
国
・
民
族
の
ど
の
言
語
に
含
ま
れ
て
い
る
か
に
注
目
し
、
調
べ
た
と
こ
ろ
、

フ
ラ
ン
ス
語
よ
り
も
イ
タ
リ
ア
語
の
ほ
う
が
知
覚
の
矮
小
化
が
見
ら
れ
る
場
合
、

ま
た
そ
の
逆
の
場
合
、
あ
る
い
は
「ta

ste

」
の
よ
う
に
、
あ
る
知
覚
を
指
す
単

語
が
全
く
違
う
知
覚
を
指
す
よ
う
に
な
っ
た
場
合
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
現

象
が
、
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
で
見
ら
れ
た
。
複
雑
な
歴
史
的
・
地
理
的
・
民
族
的

要
因
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
、
総
じ
て
英
語
よ
り
も
そ
の
他
の

現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
、
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
よ
り
も
か
つ
て
の
ゲ
ル
マ
ン
語
・
ロ
マ

ン
ス
（
ラ
テ
ン
）
語
の
ほ
う
が
、
多
様
な
意
味
を
元
々
含
め
て
生
じ
た
言
語
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
。 

 

英
語
が
、
世
界
で
最
も
五
感
を
合
理
的
に
分
節
化
し
、
知
覚
の
行
き
来
を
認
め

な
い
言
語
で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
予
想
が
付
く
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
際
言
語

で
あ
る
英
語
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
人
に
と
っ
て
も
イ
ン
ド
人
に
と
っ
て
も
、

「ta
ste

」
は
あ
く
ま
で
「
味
わ
う
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
英
語
だ
っ
て
、
最
初
か
ら
今
の
ア
メ
リ
カ
英
語
の
よ
う
な
姿

だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
僕
は
こ
の
こ
と
か
ら
、
言
語
学
者
の
鈴
木
孝
夫
氏
の
主

張
す
る
、
「
日
本
人
は
ア
メ
リ
カ
的
・
イ
ギ
リ
ス
的
発
音
を
す
る
必
要
は
な
く
、

国
際
英
語
と
土
着
の
文
化
的
な
英
語
と
を
峻
別
し
て
、
非
欧
米
諸
国
と
と
も
に

前
者
だ
け
を
身
に
付
け
た
ほ
う
が
よ
く
、
む
し
ろ
日
本
語
を
崩
さ
ぬ
よ
う
に
す

べ
き
」
と
の
意
見
に
同
意
し
た
い
。
と
、
こ
れ
は
余
談
だ
け
れ
ど
・
・
・
。 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
に
お
け
る
、
こ
う
い
っ
た
知
覚
の
矮
小

化
の
現
象
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
を
考
え
て
み
る
。
む
し
ろ
、
ラ
テ
ン
語
あ

る
い
は
そ
れ
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
で
行
わ
れ
て
い
た
言
語
が
、
い
か
に
五

感
と
い
う
も
の
の
分
節
化
に
無
頓
着
で
、
ま
た
は
躊
躇
し
て
い
た
か
、
あ
る
い

は
人
々
の
知
覚
自
体
が
共
感
覚
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
自
ら
五
感

を
峻
別
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
か
な
い
言
語
状
況
が
あ
っ
た
か
を
物
語
っ
て

い
る
。 

 

【
※
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
に
焦
点
を
当
て
た
理
由
。】 

例
え
ば
、
マ
ラ
イ
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
（
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
）
系
の
言
語
で
は
、「
聞

く
」
と
「
味
わ
う
」
が
同
じ
動
詞
で
あ
っ
た
り
、「
見
る
」
と
「
触
る
」
が
同
じ

動
詞
で
あ
っ
た
り
す
る
例
の
多
様
さ
は
、
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
と
は
比
べ
物

に
な
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
は
、
知
覚
動
詞
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
全
て
が
、
五
感

的
で
は
な
く
、
共
感
覚
的
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
言

語
が
太
平
洋
の
諸
島
々
、
南
米
の
山
奥
な
ど
に
散
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
現
代
の
国
民
国
家
に
お
け
る
公
用
語
の
概
念
が
顕
著
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
言
語
以
外
で
は
、
い
ま
だ
「
五
感
」
と
い
う
概
念
を
適
用
す
る
こ
と
が
は
ば

か
ら
れ
る
言
語
が
存
在
す
る
。
従
っ
て
、
あ
え
て
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
中
に
、

な
お
残
存
す
る
共
感
覚
が
あ
る
か
ど
う
か
を
見
れ
ば
、
逆
に
そ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

語
の
民
族
的
特
徴
が
は
っ
き
り
し
て
く
る
。 

  
↓
↓ 
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さ
て
、
こ
う
い
っ
た
視
点
を
、
日
本
語
に
適
用
し
て
み
る
と
、
ど
う
い
う
こ
と

が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
か
。 

 

●
現
代
日
本
語
に
も
「
味
を
見
る
」
な
ど
の
表
現
は
あ
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、

こ
れ
は
共
感
覚
を
持
た
な
い
日
本
人
に
と
っ
て
は
比
喩
表
現
に
違
い
な
い
。「
味

を
見
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
っ
て
い
る
知
覚
現
象
は
、「
舌
で
味
わ
っ
て
味
覚

が
生
じ
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
、「
見
て
い
る
」
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
現

代
フ
ラ
ン
ス
語
で
「se

n
tir

」
と
言
う
場
合
、
本
当
の
「
味
覚
」
と
「
触
覚
」
の

こ
と
を
指
し
て
言
う
の
で
あ
っ
て
、
比
喩
で
は
な
い
。
こ
の
点
で
、
現
代
日
本

語
の
ほ
う
が
、
実
は
「
五
感
分
節
化
」
を
引
き
起
こ
し
た
機
械
的
言
語
で
あ
る

よ
う
に
思
え
る
。 

 

一
方
、
江
戸
時
代
ま
で
の
日
本
語
の
知
覚
動
詞
、
例
え
ば
「
源
氏
物
語
」
期
の

日
本
語
に
お
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
こ
れ
と
逆
の
現
象
が
起
こ
る
。
つ
ま
り
、「
見

る
」「
眺
む
」
と
い
っ
た
単
語
の
一
つ
一
つ
が
、
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
複
数
の
動

詞
を
組
み
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
の
意
味
を
持
つ
。
換
言
す
れ
ば
、
ラ
テ
ン
語
に
対

す
る
現
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
状
況
と
同
じ
こ
と
が
、
日
本
の
古
語
に
対
す
る
現
代

日
本
語
と
い
う
図
式
で
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
が
、
日
本
語
の
知
覚
動
詞
一
つ
（
例

え
ば
「
匂
う
」
）
が
含
み
う
る
意
味
の
矮
小
化
の
速
度
が
、
極
端
に
速
か
っ
た
こ

と
に
な
る
。 

  

何
は
と
も
あ
れ
、
ま
ず
、
現
代
日
本
人
で
い
わ
ゆ
る
非
共
感
覚
者
で
あ
る
人
の

知
覚
を
模
式
図
に
表
す
と
、
以
下
の
上
の
図
の
よ
う
に
な
る
。
一
方
、
こ
れ
に

倣
っ
て
、
普
段
の
僕
の
共
感
覚
を
模
式
的
に
示
す
と
ど
う
な
る
か
と
言
う
と
、

そ
の
下
の
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
「
横
に
滑
り
込
ん
だ
領
域
」
を
、
共
感
覚

を
持
た
な
い
日
本
人
に
対
し
て
現
代
日
本
語
に
よ
っ
て
説
明
す
る
際
の
自
分
の

負
担
を
、
い
か
に
軽
減
す
る
か
を
考
え
た
と
き
、
現
フ
ラ
ン
ス
語
や
現
ス
ペ
イ

ン
語
を
用
い
た
ほ
う
が
う
ま
く
説
明
で
き
る
可
能
性
に
、
少
々
皮
肉
を
覚
え
て
、

冷
や
汗
を
掻
い
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
、
冒
頭
に
書
い
た
「
考
え
付
い
た
こ
と
」

の
意
味
な
の
だ
っ
た
。 
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し
か
し
、
日
本
語
の
知
覚
動
詞
の
意
味
の
矮
小
化
の
速
度
が
、
ど
の
時
代
も
一

律
で
あ
っ
た
は
ず
は
な
く
、「
五
感
」
な
る
概
念
を
輸
入
し
た
明
治
期
と
、
新
生

ア
メ
リ
カ
英
語
を
輸
入
し
た
戦
後
に
、
一
気
に
加
速
し
た
と
い
う
の
が
、
今
の

と
こ
ろ
僕
の
仮
説
と
し
て
あ
る
。 

 

そ
こ
で
、
も
と
も
と
原
始
印
欧
語
や
ラ
テ
ン
語
に
匹
敵
す
る
、
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
の
多
様
な
知
覚
の
こ
と
に
言
及
し
て
い
た
は
ず
の
日
本
語
が
、
現
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
語
で
さ
え
か
ろ
う
じ
て
残
し
て
い
る
「
匂
い
をse

n
tire

す
る
」
や
「
味
を

se
n

tir

す
る
」
と
い
っ
た
言
い
方
を
、
な
ぜ
し
な
く
な
っ
た
か
に
注
目
す
る
。

現
代
日
本
語
で
は
、
「
音
を
見
る
」
や
「
景
色
を
触
る
」
と
は
ま
ず
言
わ
な
い
。

言
っ
た
と
し
て
も
、
比
喩
と
し
て
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
僕
の
使
う
「
ミ

ル
」
と
い
う
動
詞
と
、
共
感
覚
研
究
者
が
僕
の
知
覚
に
対
し
て
説
明
を
加
え
よ

う
と
す
る
と
き
の
「
ミ
ル
」
と
は
、
そ
も
そ
も
相
容
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
常
々

感
じ
る
。
こ
れ
は
、
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
の
レ
ベ
ル
で
さ
え
、
そ
う
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
絶
望
す
る
の
は
ま
だ
早
く
て
、
上
の
模
式
図
で
各
々
の
知
覚
が
別
の

知
覚
に
ま
で
ま
た
が
っ
て
い
る
領
域
を
含
む
日
本
語
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
そ
れ
が
「
ミ
ル
」
と
い
っ
た
動
詞
な
の
で

は
な
い
か
。
現
代
日
本
語
の
「
見
る
」「
聞
く
」「
匂
う
・
嗅
ぐ
・
香
る
」「
味
わ

う
」
「
触
る
」
は
、
か
つ
て
の
上
代
日
本
語
で
は
「
ミ
ル
」「
キ
ク
」「
ニ
ポ
プ
・

カ
ン
グ
・
カ
ウ
ォ
ル
」
「
ア
デ
ィ
パ
プ
」
「
サ
パ
ル
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
有
力

で
あ
る
。
な
お
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
視
覚
」
「
聴
覚
」
「
嗅
覚
」
「
味
覚
」「
触

覚
」
を
指
す
言
葉
と
し
て
生
じ
た
の
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
を
考
え
て
み
る
。 

 

僕
は
幼
少
か
ら
、
上
の
模
式
図
の
、
各
々
の
知
覚
が
別
の
知
覚
の
領
域
に
入
り

込
ん
だ
箇
所
の
知
覚
を
表
す
た
め
に
、
全
く
別
の
動
詞
を
創
作
し
た
経
験
を
持

つ
。
例
え
ば
、
視
覚
の
下
部
、
す
な
わ
ち
聴
覚
～
触
覚
が
入
り
込
ん
だ
部
分
に

つ
い
て
、「
フ
ォ
ー
リ
ス
」
と
い
う
動
詞
を
想
定
し
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
あ
る

自
然
の
景
色
に
音
が
聞
こ
え
る
、
こ
の
藍
色
と
あ
の
紅
色
が
重
な
る
と
ど
ん
な

匂
い
が
す
る
、
と
い
っ
た
知
覚
の
こ
と
を
指
す
。
こ
う
い
っ
た
知
覚
は
、
現
代

日
本
語
の
「
見
る
」「
聞
く
」
な
ど
で
は
網
羅
し
き
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
も

そ
も
「
ミ
ル
」「
キ
ク
」
と
い
う
日
本
語
が
、
そ
こ
ま
で
を
語
っ
た
も
の
で
あ
っ

た
な
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
言
語
創
作
は
不
必
要
な
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

古
語
を
習
得
す
る
以
前
か
ら
共
感
覚
を
自
覚
し
て
い
た
た
め
に
、
言
語
創
作
を

試
み
る
と
い
う
転
倒
が
起
こ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
、
現

代
日
本
語
の
動
詞
、
周
り
の
大
人
が
使
う
日
本
語
の
動
詞
が
、
自
分
の
知
覚
の

広
大
さ
を
表
し
き
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
子
ど
も
な
が
ら
に
潜
在
的
に

見
抜
い
て
、
言
語
創
作
に
至
っ
た
可
能
性
も
出
て
く
る
。
今
は
具
体
的
に
そ
の

よ
う
な
記
憶
ま
で
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
こ
う
い
っ
た
経
験
を
す
る
か
し
な
い

か
で
、
そ
の
共
感
覚
者
の
感
じ
る
安
堵
感
も
、
教
育
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た

あ
と
の
時
期
に
出
て
く
る
発
想
も
、
全
く
違
う
も
の
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 
と
こ
ろ
で
、
奈
良
・
平
安
期
の
日
本
人
は
、
僕
と
全
く
同
じ
こ
と
を
や
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、「
ニ
ポ
プ
」、
す
な
わ
ち
「
ニ
オ
ウ
」
の
古
語
が
含
ん
で
き
た
知

覚
を
表
す
中
国
語
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
早
々
に
見
抜
い
て
、「
匂
」
と
い
う
和
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製
漢
字
を
作
っ
た
。
当
時
の
日
本
人
の
創
意
工
夫
に
は
脱
帽
だ
。
ど
こ
か
ら
と

っ
て
き
た
か
と
い
う
と
、
中
国
語
の
「
聞
く
」
と
い
う
意
味
の
漢
字
か
ら
と
っ

て
き
た
。
（
こ
と
「
匂
い
」
に
つ
い
て
、
僕
が
詳
し
く
書
い
た
の
が
、1

2

月

2

日

の

記

事

と

い

う

こ

と

に

な

る

。

→

h
ttp

://ij-a
rt-m

u
sic.sb

lo
.jp

/a
rticle

/7
4

9
1
8

5
3

.h
tm

l

） 

 

こ
の
よ
う
な
事
情
を
一
つ
一
つ
遡
っ
て
い
け
ば
、
む
し
ろ
先
の
僕
の
共
感
覚
を

示
す
模
式
図
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
網
羅
す
る
日
本
語
が
、
上
代
日
本
に
存
在
し

た
こ
と
が
見
え
て
く
る
ば
か
り
と
い
う
気
が
す
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
そ
も
そ

も
、「
ミ
ル
」
や
「
キ
ク
」
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、「se

n
tir

」
と
い

う
動
詞
を
、
ラ
テ
ン
語
時
代
の
よ
う
に
「
聞
く
」
の
意
味
に
使
い
た
い
と
思
っ

て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
だ
っ
て
、
き
っ
と
い
る
は
ず
で
あ
る
の
と
、
同
じ
こ

と
だ
と
言
え
る
。 

  

次
回
に
続
く
。 

 

（
な
お
、
五
感
以
外
に
も
、
ヒ
ト
に
は
平
衡
覚
・
内
臓
感
覚
な
ど
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
日
常
語
と
し
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
「
五
感
」
を
取
り
上
げ
た
。
） 

  

日
本
語
に
つ
い
て
の
質
問 

 

 

二
〇
〇
八
年
十
二
月
十
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

ま
た
長
い
間
更
新
し
て
い
な
く
て
申
し
訳
な
い
で
す
。
も
う
少
し
し
た
ら
落
ち

着
き
ま
す
。
間
が
あ
い
た
の
で
、
と
り
あ
え
ず
、
一
つ
面
白
い
も
の
を
。 

 

以
下
は
、
最
近
、
共
感
覚
者
や
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
・
自
閉
症
の
方
々
に
尋

ね
て
回
っ
て
い
て
、
そ
う
で
な
い
人
と
比
べ
て
興
味
深
い
結
果
が
出
て
い
る
質

問
で
す
。
こ
こ
に
も
載
せ
て
お
き
ま
す
。
共
感
覚
と
自
閉
症
と
の
関
係
を
調
べ

る
質
問
で
す
。
何
も
学
校
の
国
語
の
授
業
の
よ
う
に
正
解
・
不
正
解
を
見
る
も

の
で
は
な
い
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
時
間
が
あ
る
と
き
に
、
お
好
き
な

箇
所
だ
け
、
気
楽
に
ど
う
ぞ
。
も
ち
ろ
ん
、
共
感
覚
者
で
な
く
て
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
今
後
、
質
問
を
少
し
増
や
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。 

  

●
以
下
の
各
文
が
自
然
な
日
本
語
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
、
（ 

）
に
助
詞

（
「
が
・
の
・
は
・
で
・
を
」
な
ど
）
を
一
文
字
ず
つ
入
れ
て
下
さ
い
。
（
複
数

回
答
可
。「
な
い
」
と
い
う
回
答
も
可
。） 

 

ウ
グ
イ
ス
（ 

）
鳴
い
て
い
ま
す
。 

鳥
の
鳴
き
声
で
は
、
ウ
グ
イ
ス
（ 

）
好
き
で
す
。 

鳥
の
鳴
き
声
で
は
、
ウ
グ
イ
ス
（ 

）
好
み
ま
す
。 

鳥
の
鳴
き
声
で
は
、
ウ
グ
イ
ス
（ 

）
好
ま
れ
ま
す
。 

鳥
の
鳴
き
声
で
は
、
ウ
グ
イ
ス
（ 

）
美
し
い
で
す
。 
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鳥
の
鳴
き
声
で
は
、
ウ
グ
イ
ス
（ 

）
美
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 
風
（ 
）
扉
（ 

）
ひ
ら
く
。 

皆
（ 
）
扉
（ 

）
ひ
ら
く
。 

二
人
（ 

）
扉
（ 

）
ひ
ら
く
。 

彼
（ 

）
扉
（ 
）
ひ
ら
く
。 

 

別
れ
際
、
雨
（ 

）
い
っ
そ
う
寂
し
さ
（ 

）
増
し
た
。 

別
れ
際
、
皆
（ 

）
い
っ
そ
う
寂
し
さ
（ 

）
増
し
た
。 

別
れ
際
、
二
人
（ 

）
い
っ
そ
う
寂
し
さ
（ 

）
増
し
た
。 

別
れ
際
、
彼
（ 

）
い
っ
そ
う
寂
し
さ
（ 
）
増
し
た
。 

 

●
以
下
の
文
章
を
読
ん
で
、
自
然
な
解
釈
だ
と
思
わ
れ
る
ほ
う
を
（ 

）
内
か

ら
選
ん
で
下
さ
い
。 

 

「
昨
日
、
彼
女
は
髪
を
切
っ
た
そ
う
で
す
よ
。
」
「
へ
え
、
そ
う
な
ん
だ
。
ど
ん

な
髪
型
だ
ろ
う
。」
は
、 

「
（
彼
女
・
第
三
者
）
が
（
彼
女
・
第
三
者
）
の
髪
を
切
っ
た
」
こ
と
を
意
味
す

る
文
脈
で
あ
る
。 

 

「
彼
女
は
そ
の
物
語
に
聞
き
入
り
、
そ
っ
と
目
を
閉
じ
た
。」
は
、 

「
（
彼
女
・
第
三
者
）
が
（
彼
女
・
第
三
者
）
の
目
を
閉
じ
た
」
こ
と
を
意
味
す

る
文
脈
で
あ
る
。 

  

言
語
は
な
ぜ
家
族
を
捨
て
る
の
か 

  

二
〇
一
〇
年
十
二
月
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
〇
年
十
二
月
五
日 

擱
筆
、
公
開 

 

 

  
特
に
具
体
的
な
活
動
が
決
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
僕
の
考

案
言
語
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
（
現
在
の
岩
崎
式
日
本
語
）
に
つ
い
て
仰
々
し
く
「
ス

ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
研
究
会
（
現
在
の
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
）」
を
設
け
た
。 
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「
自
分
（
日
本
人
）
は
な
ぜ
、
家
族
や
友
人
と
会
話
す
る
に
も
、
い
っ
た
ん
は

家
族
や
友
人
を
捨
て
て
迂
回
し
、
日
本
民
族
の
日
本
語
と
い
う
言
語
へ
と
大
回

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」 

 

こ
の
悩
み
は
、
僕
が
中
学
二
年
生
の
頃
か
ら
持
っ
て
い
た
悩
み
の
う
ち
の
一

つ
だ
っ
た
。 

 

世
の
中
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
家
族
ル
ー
ル
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。「
ウ
チ
で

は
皆
、
ト
イ
レ
の
扉
を
開
け
っ
ぱ
な
し
で
用
を
足
す
」
、「
我
が
家
で
は
車
に
は

土
足
で
乗
ら
な
い
」
、「
家
族
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
イ
風
呂
桶
を
持
っ
て
い
る
」
な
ど
、

色
々
と
個
性
的
な
も
の
を
耳
に
す
る
。 

 

し
か
し
、
も
し
本
当
に
「
家
族
（fa

m
ily

）」
が
社
会
と
文
化
の
最
小
単
位
で

あ
る
な
ら
、「
日
本
語
」
で
は
な
く
「
家
族
語
」
が
存
在
し
て
も
よ
か
っ
た
は
ず

で
あ
る
。 

 

あ
る
Ａ
家
の
中
で
は
、「
扉
を
開
け
っ
ぱ
な
し
で
用
を
足
す
」
を
意
味
す
る
動

詞
「
ぱ
な
し
ぽ
さ
ら
す
」
が
あ
っ
て
も
よ
い
は
ず
だ
し
、
Ｂ
家
に
は
「
車
に
は

土
足
で
乗
ら
な
い
」
を
意
味
す
る
否
定
動
詞
「
ど
さ
ら
ば
さ
ら
な
い
」
が
あ
っ

て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、「
ウ
チ
で
は
動
詞
の
活
用
を
し
な
い
」
な

ど
と
い
う
独
自
の
文
法
が
成
立
し
そ
う
な
も
の
で
あ
る
。 

 

だ
が
、
そ
う
は
な
ら
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
家
族
の
「
外
部
」
の
言
語
「
日
本
語
」

を
用
い
て
「
扉
を
開
け
っ
ぱ
な
し
で
～
」
な
ど
と
や
や
こ
し
く
言
う
。 

 

我
々
は
、
身
近
な
家
族
と
話
す
に
も
、
一
旦
は
「
家
族
」
な
る
概
念
を
横
に

置
い
て
、
む
し
ろ
「
日
本
民
族
」
な
る
概
念
を
確
定
的
に
実
在
す
る
も
の
と
仮

定
し
、
そ
の
民
族
が
用
い
る
「
日
本
語
」
へ
と
大
回
り
し
て
再
び
家
族
を
認
識

し
て
い
る
。
な
ぜ
か
例
外
な
く
、
そ
う
で
あ
る
。 

「
家
族
と
心
が
通
じ
る
」
と
い
う
こ
と
の
真
相
は
「
家
族
の
母
語
が
認
識
で
き

る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
本
当
に
「
心
が
完
全
に
通
じ
合
え
て
い
る
」

と
断
言
で
き
る
理
想
的
な
家
族
が
い
る
な
ら
、
そ
こ
に
「
日
本
語
」
は
必
要
な

い
こ
と
に
な
る
。 

 

つ
ま
り
、
我
々
日
本
人
が
「
家
族
」
と
言
う
と
き
、
そ
れ
は
結
局
、「
日
本
語

で
互
い
に
認
識
し
合
う
家
族
像
の
幻
影
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
で
あ
る
と
言
え

る
。 

「
日
本
」「
日
本
人
」「
日
本
民
族
」「
日
本
文
化
」
と
い
っ
た
概
念
と
、
純
粋
な

「
家
族
」
と
い
う
概
念
と
は
、
本
来
は
相
容
れ
な
い
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
言
う
「
家
族
」
と
は
英
語
的
「fa

m
ily

」
、「
民
族
」
と

は
英
語
的
「ra

ce

」、「
言
語
」
と
は
英
語
的
「la

n
g
u

a
g
e

」
の
こ
と
だ
。
戦
前
・

戦
中
日
本
の
よ
う
に
天
皇
を
「
現
人
神
」
と
見
な
し
た
り
、
太
古
日
本
の
よ
う

に
ム
ラ
の
長
を
「
父
」
と
見
な
し
た
り
し
、
日
本
民
族
そ
れ
自
体
が
「
共
同
体

と
し
て
の
家
族
」
で
あ
る
と
い
う
見
方
を
す
れ
ば
、
日
本
ほ
ど
「
言
語
」
と
「
家

族
」
と
が
高
精
度
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
国
は
無
い
。 

 

或
る
言
語
が
共
有
さ
れ
る
物
理
的
・
精
神
的
領
域
と
い
う
も
の
は
、
必
ず
、

一
つ
の
例
外
も
な
く
、「
家
族
」
や
「
恋
人
」
や
「
友
人
」
と
い
っ
た
最
小
の
ゲ

マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
※
注
１
）
を
捨
て
、
「
民
族
（ra

ce

）」
と
い
う
中
途
半
端

な
共
同
体
を
選
択
し
て
、
な
お
か
つ
そ
こ
に
と
ど
ま
ろ
う
と
す
る
。
逆
に
、
ど

ん
な
に
一
つ
の
言
語
（
英
語
）
が
世
界
に
普
及
し
よ
う
が
、
全
人
類
が
地
球
規

模
で
そ
れ
を
母
語
と
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。「
言
語
」
は
必

ず
、
自
然
の
摂
理
と
し
て
、「
民
族
」
を
選
択
す
る
の
で
あ
る
。 

 

も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
お
い
て
は
、
ま
だ
江
戸
時
代
に
も
ア
イ
ヌ
・
蝦
夷
（
エ
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ミ
シ
）
・
隼
人
（
ハ
ヤ
ト
）
・
熊
襲
（
ク
マ
ソ
）
な
ど
の
少
数
民
族
が
本
州
の
至

る
と
こ
ろ
に
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
言
語
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
今
僕
が
言
っ
て

い
る
「
日
本
語
」
と
は
、「
天
皇
」
の
支
配
の
及
ぶ
領
域
の
母
語
と
し
て
の
「
日

本
語
」
で
あ
る
。
も
し
天
皇
の
存
在
が
な
か
っ
た
な
ら
、
日
本
語
の
規
模
と
分

布
は
全
く
違
っ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
僕
の
冒
頭
の
問
い
は
、「
な
ぜ
僕
は
、
家
族
や
友
人
と
し
ゃ
べ
る
に

も
、
一
度
は
天
皇
と
同
じ
言
語
と
世
界
認
識
を
志
向
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い

と
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。「
な
ぜ
自
分
は
、
自
分
の
父
親
と
話
す
に
も
、
い

っ
た
ん
は
天
皇
を
中
心
と
す
る
日
本
語
の
認
識
世
界
へ
と
迂
回
し
て
か
ら
父
親

を
認
識
す
る
の
か
」
と
い
う
問
い
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

日
本
人
、
特
に
男
性
な
ら
ば
、
こ
の
事
実
（
自
分
の
父
親
と
天
皇
と
が
同
じ

言
葉
を
母
語
と
し
て
生
き
る
事
実
）
と
人
生
で
一
度
は
真
剣
に
向
き
合
う
べ
き

だ
と
思
う
。
こ
の
こ
と
を
喜
ぶ
か
苦
し
む
か
は
別
に
し
て
。
そ
し
て
、
や
は
り

日
本
人
は
、
英
語
よ
り
も
日
本
語
の
良
さ
に
立
ち
返
っ
て
く
る
の
が
よ
い
と
も

思
う
。 

 

こ
の
事
実
を
言
語
学
的
に
破
棄
し
て
、
自
分
の
母
語
で
あ
る
日
本
語
を
否
定

し
、
自
己
意
識
の
外
部
に
無
言
語
的
に
実
在
す
る
も
の
と
し
て
の
「
父
親
」
と

か
「
大
自
然
」
と
か
「
好
き
な
女
性
」
を
完
全
に
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

日
本
人
に
は
不
可
能
な
の
だ
と
言
え
る
。
あ
る
い
は
、
そ
れ
が
で
き
な
い
こ
と

が
日
本
人
の
特
質
で
あ
る
と
も
言
え
る
と
思
う
。 

「
日
本
国
」
と
「
日
本
民
族
の
居
住
領
域
」
と
が
だ
い
た
い
一
致
し
て
い
る
が

た
め
に
、
我
々
日
本
人
自
身
に
は
分
か
り
に
く
い
が
、「
言
語
」
が
「
国
家
」「
国

境
」
で
は
な
く
「
民
族
」
な
る
境
界
を
お
の
ず
か
ら
選
択
し
て
い
る
こ
と
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
人
や
ク
ル
ド
人
や
朝
鮮
人
を
見
れ
ば
簡
単
に
分
か
る
こ
と
だ
。
国

を
持
た
ず
と
も
、
民
族
が
い
る
と
こ
ろ
に
は
生
き
生
き
と
し
た
言
語
が
あ
る
の

だ
。 

 

と
こ
ろ
が
、
そ
の
言
語
を
操
る
我
々
人
間
に
し
て
み
れ
ば
、「
家
族
」
や
「
恋

人
」
や
「
友
人
」
と
い
っ
た
小
規
模
の
共
同
体
の
ほ
う
が
定
義
し
や
す
く
、
か

つ
安
心
感
の
基
本
単
位
な
の
で
あ
っ
て
、「
民
族
」
な
る
概
念
の
ほ
う
が
混
血
そ

の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
不
安
定
な
も
の
の
は
ず
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
「
家
族
」
に
つ
い
て
の
定
義
や
安
心
感
の
ほ
う
が
、

ど
う
や
ら
極
め
て
近
代
的
な
思
考
様
式
で
あ
っ
て
、
人
間
の
脳
は
、
本
来
は
「
民

族
」
な
る
概
念
の
ほ
う
に
安
住
す
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
ら
し
い
。
と
い
う
こ

と
は
、「
民
族
」
全
体
を
い
わ
ば
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
「
家
族
」
と
考
え
て

い
た
戦
前
の
日
本
は
、
あ
え
て
軍
国
主
義
を
や
っ
た
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
思

考
様
式
が
極
め
て
生
物
学
的
・
生
態
学
的
に
見
て
自
然
で
あ
っ
た
が
た
め
に
戦

争
を
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

し
か
し
、
特
に
現
代
社
会
で
は
、「
人
間
」
と
「
言
語
」
と
は
、
分
離
し
た
別

個
の
主
体
概
念
で
あ
り
、「
言
語
」
そ
れ
自
体
が
「
人
間
」
の
意
志
と
同
等
の
仮

想
意
志
を
持
っ
て
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
「
人
間
」
と
「
言
語
」
の

分
離
独
立
に
気
づ
い
て
い
る
日
本
人
は
、
本
当
に
少
な
い
と
思
う
。 

 

僕
の
勝
手
な
意
見
で
あ
る
が
、「
日
本
人
」
と
は
「
日
本
語
を
第
一
言
語
・
母

語
・
人
生
の
基
盤
語
と
し
て
話
す
人
間
」
の
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、「
自

国
の
小
学
生
に
強
圧
的
に
英
語
を
学
ば
せ
る
こ
と
を
良
し
と
す
る
よ
う
な
日
本

人
」
は
「
日
本
人
で
は
な
い
」
と
僕
は
信
ず
る
。 

 

そ
し
て
今
や
、
た
と
え
「
民
族
」
よ
り
は
近
代
的
な
概
念
で
あ
る
け
れ
ど
も
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安
住
で
き
る
場
所
の
筆
頭
で
あ
る
は
ず
の
「
家
族
」
と
い
う
概
念
さ
え
、
虐
待

問
題
な
ど
で
崩
れ
か
か
っ
て
い
る
。 

  

※
注
１
：
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
共
同
体
）
・
・
・ 

  

血
縁
・
地
縁
・
恋
愛
・
友
情
な
ど
に
よ
っ
て
自
然
に
結
び
付
い
た
伝
統
的
共

同
体
。
家
族
・
親
族
・
恋
人
・
友
人
・
町
内
会
な
ど
。
多
く
の
場
合
、
或
る
一

つ
の
言
語
を
母
語
と
し
て
共
有
し
、
な
お
か
つ
そ
の
言
語
の
行
わ
れ
る
範
囲
よ

り
も
小
規
模
で
あ
る
。
利
害
関
係
を
も
と
に
人
為
的
に
形
成
さ
れ
た
会
社
（
営

利
社
団
法
人
）・
地
方
自
治
体
・
近
代
国
家
・
超
国
家
型
同
盟
（
国
連
・N

A
T

O

な
ど
）
と
い
っ
た
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
利
益
社
会
）
に
対
す
る
概
念
。
ド
イ
ツ

の
社
会
学
者
テ
ン
ニ
ー
ス
ら
が
提
唱
。 

 

共
和
制
・
大
統
領
制
国
家
は
間
違
い
な
く
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
で
あ
る
が
、
立

憲
君
主
制
国
家
の
一
部
は
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
で
あ
る
。
日
本
は
、
事
実
上
の

元
首
と
し
て
天
皇
を
戴
い
て
お
り
、
特
に
戦
前
で
は
巨
大
な
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ

ト
を
形
成
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。
日
本
語
は
、
憲
法
に
も
国
語
・
公
用
語
と

し
て
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
現
在
で
も
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
的
な
言

語
と
言
え
る
。 

  

新
常
用
漢
字 

 

 

二
〇
一
〇
年
十
二
月
十
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
五
日
追
記
：
現
在
、
リ
ン
ク
先
の
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト

の
内
容
は
『
全
集
』
に
掲
載
。 

  

今
年
の
六
月
に
文
化
審
議
会
国
語
分
科
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
さ
れ
、

先
月
三
十
日
に
告
示
さ
れ
た
新
常
用
漢
字
表
。
僕
が
以
下
に
載
せ
て
い
る
２
９

６
５
字
は
、
日
本
工
業
規
格
の
第
一
水
準
漢
字
で
、
常
用
漢
字
・
新
常
用
漢
字

を
含
む
別
規
格
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
僕
は
、
今
回
の
新
常
用
漢
字
も
全
て
共

感
覚
色
で
記
憶
し
て
い
る
。 

 h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/ro

n
b
u

n
_
ip

p
a

n
/k

a
n

ji1
-1

.p
d

f 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/ro

n
b
u

n
_
ip

p
a

n
/k

a
n

ji1
-2

.p
d

f 

  

今
回
新
た
に
追
加
さ
れ
た
１
９
６
字
は
、
「
柿
」「
亀
」「
誰
」「
脇
」
な
ど
、

す
で
に
多
く
の
国
民
が
用
い
て
い
る
字
で
、
そ
れ
ほ
ど
難
解
な
字
は
な
い
。「
書

け
る
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
が
読
め
る
」
と
い
う
国
民
が
圧

倒
的
多
数
と
思
わ
れ
る
。 

 

（
常
用
漢
字
に
追
加
さ
れ
た
１
９
６
字
） 

h
ttp

://d
ictio

n
a

ry.sa
n

se
id

o
-p

u
b
l.co

.jp
/to

p
ic/jo

y
o
2
0

1
0
/list.h

tm
l 

  

削
除
さ
れ
た
の
は
「
勺
」「
錘
」「
銑
」「
脹
」「
匁
」
の
５
字
。「
勺
」
と
「
匁
」

は
度
量
衡
の
単
位
。「
錘
」
は
、「
紡
錘
」
く
ら
い
し
か
使
わ
な
く
な
っ
た
。「
銑
」
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は
、
も
は
や
日
本
史
マ
ニ
ア
以
外
は
知
ら
な
く
て
も
困
ら
な
い
よ
う
な
漢
字
（
陸

軍
大
将
・
第
三
十
三
代 

内
閣
総
理
大
臣 

林
銑
十
郎
）
。「
膨
脹
」
も
、
今
は
「
膨

張
」
と
書
く
の
が
普
通
。
一
方
、
「
逓
信
（
て
い
し
ん
）」
の
「
逓
」
は
残
る
こ

と
に
な
っ
た
。 

 

た
っ
た
一
つ
、
読
み
が
変
更
さ
れ
た
漢
字
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
側
」。
「
か

わ
」
が
「
が
わ
」
に
な
っ
た
。
「
か
わ
」
と
読
む
の
は
、「
右
っ
側
」
「
上
っ
側
」

な
ど
促
音
「
っ
」
を
伴
う
と
き
ぐ
ら
い
だ
。
例
え
ば
、「
面
」
は
、
単
独
で
は
「
づ

ら
」
よ
り
も
「
つ
ら
」
と
読
む
こ
と
が
多
い
の
に
、「
側
」
は
単
独
で
も
「
が
わ
」

と
読
む
よ
う
に
な
っ
た
。
明
治
・
大
正
時
代
は
「
か
わ
」
と
読
ん
で
い
た
。
今

そ
の
よ
う
に
読
む
人
は
、
普
段
観
察
す
る
限
り
で
も
、
ほ
ぼ
全
て
九
十
歳
以
上

の
人
で
あ
る
。 

 

二
〇
〇
八
年
に
亡
く
な
っ
た
国
語
学
者
の
大
野
晋
氏
は
、「
日
本
語
の
起
源
は

タ
ミ
ル
語
で
あ
る
！
」
と
奇
説
を
唱
え
な
が
ら
も
、
廃
れ
ゆ
く
「
日
本
語
の
良

さ
」
に
つ
い
て
は
鋭
い
洞
察
を
持
ち
、「
な
ぜ
漢
字
が
工
業
規
格
な
ん
だ
。
文
化

規
格
に
す
べ
き
だ
」
と
言
っ
た
。
今
後
も
、
そ
の
よ
う
な
優
れ
た
国
語
学
者
が

出
て
こ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。 

 

昔
は
、
前
近
代
的
で
突
拍
子
も
な
い
新
説
・
奇
説
を
持
っ
た
国
語
学
者
は
多

か
っ
た
が
、
日
本
語
を
愛
す
る
心
は
今
よ
り
も
ず
っ
と
大
き
か
っ
た
。 

 

（
文
化
庁 

「
常
用
漢
字
表
の
内
閣
告
示
等
に
つ
い
て
」） 

h
ttp

://w
w

w
.b

u
n

k
a

.g
o
.jp

/k
o
k

u
g
o
_
n

ih
o
n

g
o
/sisa

k
u

/jo
h

o
/jo

h
o
/k

iju
n

/n
a

ik
a

k
u

/k
a

n
ji/ 

 

★
訂
正
★ 

「
漢
字
は
工
業
規
格
で
は
な
く
、
文
化
規
格
で
あ
る
べ
き
だ
」
と
言
っ
た
の
は
、

大
野
晋
氏
で
は
な
く
、
情
報
工
学
者
の
坂
村
健
氏
で
し
た
。
失
礼
し
ま
し
た
。

も
し
か
す
る
と
、
大
野
氏
も
言
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
氏

た
ち
の
論
は
正
論
だ
と
思
い
ま
す
。 

  


